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はじめに 
 

 この報告書は、近畿地方の Z 市内の中学校に通学する生徒を対象に 2019 年 12 月から 2020 年

2 月にかけて実施した「国際自己申告非行調査」（ISRD: International Self-Report Delinquency 

Study）の結果をまとめたものです。ISRD は、1980 年代後半にヨーロッパで計画され、1991

年に調査が始まりました。世界各国でこれまでに 3 回の調査が行われましたが、第 3 回調査（2012

〜2020 年）に日本が初めて参加することになり、今回、Z 市にご協力いただくことになりました。 

 ISRD は、非行経験にかんする自己申告調査（アンケート調査）を世界各国の中学生にたいし

て実施し、その結果を比較しようとする国際プロジェクトです。調査では、「あなたはこの１年

間に、壁、電車、地下鉄やバスに落書きしたことがありますか」などの質問に自ら回答すること

によって、警察など公式統計に反映されにくい青少年の非行や問題行動の測定を行います。自己

申告調査は、犯罪加害者・被害者の特徴やその背景の解明、学問的な理論検証に強みをもつと言

われています。さらに ISRD プロジェクトでは、国際比較によって、日本と諸外国との共通点や

相違点を見出すとともに、学術的・政策的課題を提示することができます。ISRD は、青少年の

非行や犯罪被害の防止対策を考えるうえで、有用な基礎的知見を提供できるのです。 

 世界を見れば、日本をはじめ多くの先進諸国において、少年非行は大きく減少しています。そ

の一方で、日本の青少年は、諸外国と比べて、「生きづらさ」を感じていると言われています（内

閣府 平成 26 年版「子ども・若者白書」）。日本の青少年（15〜34 歳）の自殺率が韓国とともに

高い水準にあり、その世代の死因の１位を占めていることからも、それはわかります（厚生労働

省 令和元年版「自殺対策白書」）。青少年の非行や問題行動の減少、自殺の増加の背景には、わ

れわれを取り巻く社会経済状況、国際情勢の激変などが考えられます。若者は日々何を考え、ど

のような苦難に立ち向かおうとしているのか。ISRD の結果を読み解くことにより、実態ととも

にそれらの原因を探り得ることができるでしょう。 

 最後に、調査の実施に際しては、Z 市から多大な協力をいただきました。心から深く感謝申し

上げます。調査協力を依頼した他の多くの市から調査実施に対する難色を示され、メンバー一同

途方にくれていたところ、Z 市のご好意により、調査が実現しました。それほど本調査を実施す

ることは、現代日本社会において厳しい局面にあると言えます。調査対象となった中学校の先生

方、生徒の皆さんには、貴重な時間をいただき、アンケートに協力していただきました。本当に



 

ありがとうございます。 

 今回の調査結果をもとに、市関係者の方々と相談しながら、具体的な政策立案にいかしていき

たいと考えています。引き続きご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。              

 

 

2020 年 12 月 

ISRD-JAPAN 実行委員会メンバー一同 
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調査の概要 
 
 

１．調査の目的と内容 

 少年非行の実態を明らかにし、その原因・要因を究明するのが、ISRD プロジェクトの目的である。

得られたデータは他国との比較が可能であるため、国家間における非行の相違点・類似点を明らかに

することができるのも、ISRD の大きな利点である。 

 第 3 回調査（ISRD3）の調査内容は多岐にわたる。オリジナル（英語版）の調査票の全文は、本報

告書末尾の資料 1 のとおりである。大まかにいえば、調査票はつぎのような構成になっている。資料

1 からわかるように、このうち 4 と 7 のパートについては「フォローアップ質問」と呼ばれる追加的

な質問が用意されている（日本における調査では、フォローアップ質問は実施しなかった）。 

 
 1. 人口統計的背景：性別・年齢・出生国等 

 2. 家族：親との関係等 

 3. 学校：教師への愛着、成績等 

 4. 被害：犯罪等の被害経験 

 5. 余暇と友人：夜間外出の頻度や帰宅時間、余暇の過ごし方等 

 6. 道徳、セルフコントロールおよび近隣：道徳的な意識、近隣に対する印象等 

 7. 違法行為：違法行為の経験 

 8. 物質使用：飲酒経験、薬物使用経験等 

 9. 制度的アノミー：非難されうる行為を行った場合に想像する周囲の反応等 

10. 手続き的公正：警察の取り扱いの平等さに関する意識等 

 
 諸事情により、Z 市で実施した調査においては、1～3 の一部の質問と 4 に含まれる質問については

省かれた。また、2 については、日本独自の質問（Ｑ7～9）を追加した。これら省いたり加えたりし

た質問に関する詳細は、上田光明・相澤育郎・大塚英理子 による論文「国際自己申告非行調査

（International Self-Report Deliquency Study: ISRD）の日本における展開」（『罪と罰』57 巻 3 号、

2020）を参照されたい。また、Z 市で実施したバージョンの調査票は、本報告書末尾の資料 2 を参照

されたい（なお、実際には後述のとおりオンライン調査票を用いて調査は実施されている）。 

 
２．対象者のサンプリング等 

 ISRD3 では、対象者のサンプリング方法などの調査手順について具体的に記述されたプロトコルと

呼ばれる文書が定められており、可能な限り調査に参加する各国はこれに従うことが求められている。

以下、プロトコルの主要な内容を示す。 

 第 1 に、対象者は日本でいう中学校 1 年生～3 年生である。サンプリングはクラスを単位に行う必
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要があるが、その際、主要な学校は、公立／私立の別を問わず含めなければならない。 

 第 2 に、サンプリングフレームについては、人口 50 万人以上の大都市をベースとすることが、推

奨されている。ちなみに、日本で調査を実施した Z 市の人口は約 20 数万人であり、このガイドライ

ンには即していない。 

 第 3 に、ひとつの都市のなかで、1 学年 300 名以上、すなわち 3 学年あわせて 900 名以上から回収

することが必要である。プロトコルでは、調査を 2 都市以上で行うことが求められているが、日本に

おける調査地は 1 市のみである。また、プロトコルでは、学校レベル、個人レベルの回答拒否や無回

答（不参加）を見越して、オーバーサンプリングを行うことが強く推奨されている（アタック数に対

する回収数を 50%と見積もることが推奨されている）。 

 第 4 に、実査の方法については、紙媒体を用いた調査も許容されているが、タブレット端末を利用

し電子調査票により行うことが強く推奨されている。本調査においても、iPad を用いてすべての調査

が行われた。 

 第 5 に、未成年者が調査対象であることから、保護者の同意をとることが推奨されている。本調査

においては、プロトコルで推奨されたオプト・アウト方式、すなわち、事前に調査趣旨を説明した文

書を保護者に配布し、不同意の場合のみ保護者に申告を求める方式を採用した。 

 Z 市における調査は、2019 年 12 月から 2020 年 2 月にかけて実施した。Z 市内の公立・私立中

学校に在籍する中学生数は約 6,200 名である。プロトコルの推奨に従い、調査拒否を見越して多

めにクラスをサンプリングした。無作為にサンプリングされたクラスは 53 クラス（在籍生徒数

は約 1,900 名）であった。このうち調査を実施できたクラス数は 37（在籍生徒数は 1,362 名、私

立学校 1 校を含む）で、当日欠席者・不同意者（保護者の不同意を含む）を除くと 1,228 名が回

答した。うち 2 名は有効な回答ではないと判断されたため、分析対象のサンプルサイズは、1,226
である。本報告書は、この 1,226 名の回答をまとめたものである。 

 
３．回答者の基本属性 

 回答者の基本属性はつぎのとおりである。 

 まず、性別は男子 637、女子 589 で、男子が 52.0%である。学年別にみると表のとおりであり、各

学年とも、男女比はほぼ同じである。 

 
 学校種別をみると、公立（市立）1,033、私立 193 で、公立が 84.3%を占める（実施できたクラス

は、公立 32 クラス、私立 5 クラスで、公立が 86.5%である）。全生徒数（約 6,200 名）に占める公立

学校の生徒数の割合は約 86%であり、回答者の公立：私立の比率は、おおむね実態を反映していると

いえる。 

男子 女子 合計
1年生 188 176 364
2年生 226 214 440
3年生 223 199 422
合計 637 589 1,226



 
 

 

 

 

 

 

 

 

分析編 
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分析編の読み方

（分析の方針）

分析編では、各設問の結果を掲載している。分析は、「学年」と「性別」とのクロス集計結果

を、帯グラフにして示している。ただし、Q70 以降の質問は、中学 3 年生のみに回答を求めたた

め、「学年」とのクロス集計結果はない。クロス集計を示す際はカイ二乗検定を行い、その結果

についての解釈を付記している。

カイ二乗検定は統計的検定の一種であり、クロス集計を行って、2 変数間に関連があるかどう

かを確認するために行われるものである。社会調査は通常、母集団の全員を対象とすることはな

く、その中から一部を標本として抽出（サンプリング）して調査を行うが、統計的検定は、標本

のデータから判断して母集団においても仮説（この場合は 2 変数に関連があるという仮説）が成

立するか否かを判断するための手続きである。

カイ二乗検定では、「母集団において 2 変数間に関連がない」という仮説（帰無仮説）をいっ

たん立てた上で、その仮説が成立する場合に、いま得られているようなクロス集計表が現われる

確率（有意確率または p 値と呼ばれる）を計算する。確率の計算は、クロス表の各セルの度数か

ら求められるカイ二乗値（χ2）と、行数・列数から求められる自由度（df）という値に基づいて

行われる。一般に、この確率が 5%（0.05）未満である場合に帰無仮説を棄却し、当初検証した

かった仮説すなわち「母集団において2変数間に関連がある」という仮説を採択することになる。 
なお、厳密にいえば、クロス表において、期待度数と呼ばれる値が 5 未満のセルが 1 つ以上出

てきた場合には、カイ二乗検定の結果は歪んでしまうため、本報告書においては、そのような場

合原則として、回答者の少ない選択肢（カテゴリ）を縮約している。また、設問によっては選択

肢が 6 つ以上のものもあるが、そのような設問についても選択肢（カテゴリ）を縮約して分析し

ている（縮約前の単純集計と男女別のクロス集計の結果は、本報告書末尾の資料 3 を参照）。 
分析には統計解析ソフトウェア SPSS を用いており、カイ二乗検定は SPSS の「ピアソンのカ

イ二乗検定」により行った。統計的に有意であった場合は、文章で記述している。

（結果の見方）

① 各グラフには、分析に用いたケース数（回答者数、n）、それにカイ二乗検定の結果として、

カイ二乗値（χ2）、自由度（df）、有意確率（p）を示している。

② 各値について、小数点第 4 位で四捨五入し、小数点第 3 位までを示している。

③ 帯グラフは、ケース数全体が 100%になるように示し、各カテゴリのケース数をグラフ内に数

値で示している。

④ カイ二乗検定については、有意水準 5%を基準に、有意差がみられたかどうかを記述している。 



分析 
 

Q07 あなたの家には、およそどのくらい本があるか（雑誌、新聞、教科書除く） 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、100 冊以上本のある世帯は、全体の 2 割程度だということわかった。 

 

 
図 1−1 学年と本の数のクロス 

 

 

図 1−2 性別と本の数のクロス 
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Q08 あなたの家では、一週間のうち次のことがどのくらいあるか 

S01 家の人がテレビでニュース番組を見る 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、全体の 8 割前後は、家の人がほぼ毎日テレビでニュース番組を見ているこ

とがわかった。 
 

 
図 1−3 学年と家の人がニュースを見る頻度のクロス 

 

 
図 1−4 性別と家の人がニュースを見る頻度のクロス 
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S02 家の人が本（マンガや雑誌は除く）を読む 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。2 年生は、他の学年

の比べ、週に 3～4 日以上本を読む家庭が少ないことがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女子より男子の方

が、家の人がよく本を読むことがわかった。 
なお、全体の 5 割強は、家の人がほとんど本を読まないことがわかった。 
 

 
図 1−5 学年と家の人が本を読む頻度のクロス 

 

 
図 1−6 性別と家の人が本を読む頻度のクロス 
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S03 家の人が新聞を読む 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、6 割前後は、家の人が新聞をほとんど読まないことがわかった。 
 

 
図 1−7 学年と家の人が新聞を読む頻度とのクロス 

 

 
図 1−8 性別と家の人が新聞を読む頻度のクロス 
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S04 家の人がパソコン（タブレットを含む）を使う 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、タブレットを毎日使う割合が増えることがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女子より男子の方

が、家庭でパソコン等がよく使われていることがわかった。 
なお、全体の 6 割弱は、家の人がパソコン等をほぼ毎日使っていることがわかった。 

 

 
図 1−9 学年と家の人がパソコン等を使う頻度のクロス 

 

 
図 1−10 性別と家の人がパソコン等を使う頻度のクロス 
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S05 読んだ本（マンガや雑誌は除く）の内容について、家の人と話しをする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男子より女子の方

が、家の人と読んだ本の内容について話しをすることがわかった。 
なお、全体の 7 割強は、読んだ本の内容について家の人と話すことがほとんどないことが

わかった。 
 

 
図 1−11 学年と読んだ本について家の人と話す頻度のクロス 

 

 
図 1−12 性別と読んだ本について家の人と話す頻度のクロス 
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Q09 あなたの家では、最近 12 カ月間で次のことがどのくらいあったか 

S01 図書館に連れていってもらった 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、図書館に連れていってもらう頻度が減少することがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男子よりも女子の方

が、図書館に連れていってもらう頻度が高いことがわかった。 
なお、全体の 5 割弱は、1 年のうち 1 度も図書館に連れていってもらっていないことがわか

った。 
 

 
図 1−13 学年と図書館に連れていってもらった頻度のクロス 

 

 
図 1−14 性別と図書館に連れていってもらった頻度のクロス 
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S02 博物館や美術館に連れていってもらった 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、博物館等に連れていってもらう頻度が少なくなることがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、全体の 5 割強は、1 年のうち 1 度も博物館等に連れていってもらっていないことがわ

かった。 
 

 
図 1−15 学年と博物館等に連れていってもらった頻度のクロス 

 

 
図 1−16 性別と博物館等に連れていってもらった頻度のクロス 
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S03 ミュージカルやクラシックコンサートに連れていってもらった 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、ミュージカル等に連れていってもらう頻度が少なくなることがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男子より女子の方

が、博物館等に連れていってもらう頻度が多いことがわかった。 
なお、全体の 7 割弱は、1 年のうち 1 度もミュージカル等に連れていってもらっていないこ

とがわかった。 
 

 
図 1−17 学年とミュージカル等に連れていってもらった頻度のクロス 

 

 
図 1−18 性別とミュージカル等に連れていってもらった頻度のクロス 
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S04 国内旅行に連れていってもらった 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、1 年間で国内旅行に一度も連れていってもらっていないとの回答が増えることがわ

かった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、全体の 2 割弱は、1 年のうち 1 度も国内旅行に連れていってもらっていないことがわ

かった。 
 

 
図 1−19 学年と国内旅行に連れていったもらった頻度のクロス 

 

 
図 1−20 性別と国内旅行に連れていってもらった頻度のクロス 
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S05 海外旅行に連れていってもらった 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、全体の 8 割強は、1 年以内に海外旅行に連れていってもらっていないことが

わかった。 
 

 
図 1−21 学年と海外旅行に連れていったもらった頻度のクロス 

 

 
図 1−22 性別と海外旅行に連れていってもらった頻度のクロス 
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Q10 親と仲が良いか 

S01 父親（義理の父親）と仲が良いか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、父親と仲が良いと思うとの回答が減少することがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、全体の 8 割弱は、父親との仲が良いと考えていることがわかった。 
 

 
図 1−23 学年と父親（義理の父親）と仲が良いと思うかとのクロス 

 

 
図 1−24 性別と父親（義理の父親）と仲が良いと思うかとのクロス 
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S02 ⺟親（義理の⺟親）と仲が良い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、母親と仲が良いと思うとの回答が減少することがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、全体の 9 割程度は、母親と仲が良いと考えていることがわかった。 
 

 
図 1−25 学年と母親（義理の母親）と仲が良いと思うとのクロス 

 

 
図 1−26 性別と母親（義理の母親）との仲が良いと思うとのクロス 

 

22



Q11 親をどのように思うか 

S01 親はいつも気にかけてくれるし、支えてくれる 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、全体の 9 割強は、親はいつも気にかけ支えてくれると思っていることがわ

かった。 
 

 
図 1−27 学年と親は気にかけ、支えてくれると思うとのクロス 

 

 
図 1−28 性別と親は気にかけ、支えてくれると思うとのクロス 
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S02 親をがっかりさせたら申し訳なく思う 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、親をがっかりさせたら申し訳なく思うとの回答が減少することがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、全体の 9 割弱は、親をがっかりさせたら申し訳なく思うと考えていることがわかっ

た。 
 

 
図 1−29 学年と親をがっかりさせたら申し訳なく思うとのクロス 

 

 
図 1−30 性別と親をがっかりさせたら申し訳なく思うとのクロス 
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Q12 一週間のうち何日くらい、親と一緒に夕食をとるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにした

がって、親と一緒に夕食をとる頻度が減少することがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、全体の 6 割程度は、毎日親と夕食をとっていることがわかった。 
 

 
図 1−31 学年と親と一緒に夕食をとる頻度のクロス 

 

 
図 1−32 性別と親と一緒に夕食をとる頻度のクロス 
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Q13 あなたの学校に関する以下の文章について、あなたは、どのくらいそう思

いますか？ 

S1 もし転校しなければならなくなったら、わたしはさみしくなるだろう 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性でまったくそう

思わないと回答した者が多い傾向にあった。 
なお、転校しなければならなくなったら、さみしいと思うと回答した者は、全体の 9 割程度

だということがわかった。 
 

 
図 2-1 学年ともし転校しなければならなくなったら、さみしくなるだろうのクロス 
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図 2-2 性別ともし転校しなければならなくなったら、さみしくなるだろうのクロス 
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S2 わたしは、朝、学校に行くのが楽しい 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにつれ、

学校に行くのが楽しいと思うと回答した者が減少する傾向にあった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、朝、学校に行くのが楽しいと回答した者は、全体の 7 割 5 分程度だということがわ

かった。 
 

 
図 2-3 学年と朝、学校に行くのが楽しいのクロス 

 

 
図 2-4 性別と朝、学校に行くのが楽しいのクロス 
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S3 わたしは、学校が好きだ 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、学校が好きと回答した者は、全体の 8 割程度だということがわかった。 
 

 
図 2-5 学年と学校が好きのクロス 

 

 
図 2-6 性別と学校が好きのクロス 
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S4 わたしのクラスはおもしろい 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにつれ、

クラスはおもしろいと思うと回答した者が減少する傾向にあった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、クラスがおもしろいと回答した者は、全体の 8 割 5 分程度だということがわかった。 
 

 
図 2-7 学年とクラスはおもしろいのクロス 

 

 
図 2-8 性別とクラスはおもしろいのクロス 

  

30



S5 わたしの学校では、ものが盗まれることが多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性より男性の方が、

ものが盗まれることが多いと思うと回答した者が多かった。 
なお、ものが盗まれることが多いとは思わないと回答した者は、全体の 8 割 5 分程度だと

いうことがわかった。 
 

 
図 2-9 学年とものが盗まれることが多いのクロス 

 

 

図 2-10 性別とものが盗まれることが多いのクロス 
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S6 わたしの学校では、けんかが多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。けんかが多いと思う

と回答した割合が最も高かったのは、1 年生だった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、けんかが多いとは思わないと回答した者は、全体の 7 割 5 分程度だということがわ

かった。 
 

 
図 2-11 学年とけんかが多いのクロス 

 

 
図 2-12 性別とけんかが多いのクロス 
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S7 わたしの学校では、ものが傷つけられたり、壊されたりすることが多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、ものが傷つけられたり、壊されたりすることが多いとは思わないと回答した

者は、全体の 7 割 5 分程度だということがわかった。 
 

 
図 2-13 学年とものが傷つけられたり、壊されたりすることが多いのクロス 

 

 
図 2-14 性別とものが傷つけられたり、壊されたりすることが多いのクロス 
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S8 わたしの学校では、薬物使用が多い 
この問いは「1 とてもそう思う」、「2 ややそう思う」、「3 あまりそう思わない」、「4 まった

くそう思わない」の 4 つの選択肢から回答を選ぶ形式になっていたが、ここでは 1 と 2 を

「そう思う」、3 と 4 を「そう思わない」とみなして分析を行った。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、学校での薬物使用が多いとは思わないと回答した者は、全体の 98％程度だ

ということがわかった。 
 

 
図 2-15 学年と薬物使用が多いのクロス 

 

 
図 2-16 性別と薬物使用が多いのクロス 
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Q14 もし転校しなければならなくなったら、好きな先生と会えなくなることで、

あなたはどのくらいさみしくなると思いますか？ 

この問いは「1 まったくさみしくない」、「2 それほどさみしくない」、「3 ほんの少しさみし

い」、「4 ややさみしい」、「5 かなりさみしい」、「6 ものすごくさみしい」の 6 つの選択肢

から回答を選ぶ形式になっていたが、ここでは 1 と 2 を「さみしくない」、3 と 4 を「やや

さみしい」、5 と 6 を「すごくさみしい」とみなして分析を行った。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性より女性の方が、

転校することで好きな先生に会えなくなることをさみしいと思うと回答した者が多かった。 
なお、転校することで好きな先生に会えなくなることをさみしいと思うと回答した者は、全

体の 7 割程度だということがわかった。 
 

 
図 2-17 学年と好きな先生に会えなくなるとさみしいと思うのクロス 
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図 2-18 性別と好きな先生に会えなくなるとさみしいと思うのクロス 
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Q15 好きな先生があなたをどう思っているのかは、あなたにとってどのくらい

重要ですか？ 

この問いは「1 まったく重要ではない」、「2 重要ではない」、「3 あまり重要ではない」、「4 
やや重要である」、「5 重要である」、「6 とても重要である」の 6 つの選択肢から回答を選

ぶ形式になっていたが、ここでは 1 と 2 を「重要ではない」、3 を「あまり重要ではない」、

4 を「やや重要である」、5 と 6 を「重要である」とみなして分析を行った。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性より女性の方が、

好きな先生がどう思っているのかは重要であると回答した者が多かった。 
なお、好きな先生がどう思っているのかは重要であると回答した者は、全体の 6 割程度だ

ということがわかった。 
 

 
図 2-19 学年と好きな先生がどう思っているのかは重要のクロス 
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図 2-20 性別と好きな先生がどう思っているのかは重要のクロス 
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Q16 中学校卒業後、あなたはどうしようと考えていますか？ 

この問いは「1 大学進学を目指して、（引き続き）高校に行くだろう」、「2 職業について学

ぶことができる学校に（引き続き）通うだろう」、「3 仕事の見習いを始めるだろう」、「4 お
金を得るために仕事を探すだろう」、「5 その他」、「6 わからない」の 6 つの選択肢から回

答を選ぶ形式になっていたが、ここでは 1 と 2 を「高校進学」、3 から 5 を「高校進学以外」、

6 を「わからない」とみなして分析を行った。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、高校進学と回答した者が増える傾向にあった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、高校進学と回答した者は、全体の 8 割 5 分程度だということがわかった。 
 

 
図 2-21 学年と中学校卒業後どうしようと考えているかのクロス 
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図 2-22 性別と中学校卒業後どうしようと考えているかのクロス 
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Q17 ふだんあなたは一週間のうち何回くらい、夜に、誰かの家に行ったり、街

でぶらぶら遊んだりしますか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性より男性の方が

夜外出する頻度が高い傾向にあり、外出する男性の中では、週 1 回外出をすると回答した

者がもっとも多い傾向にあった。 
全体としては、5 割程度が夜に外出することはないと回答していることがわかった。 
 

 

図 3-1 学年と夜の外出頻度のクロス 

 

 

図 3-2 性別と夜の外出頻度のクロス 

41



Q18 あなたは、週末の夜に外出するときには、いつも何時くらいに家に帰りま

すか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、週末夜の帰宅時間は遅くなる傾向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
全体としては 7 割程度が、外出はしないか 21 時までに帰宅していることがわかった。 
 

 

図 3-3 学年と週末夜の帰宅時間のクロス 

 

 
図 3-4 性別と週末夜の帰宅時間のクロス 
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Q19 あなたはひまなとき、だれと一番よくすごしますか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年があがるにつれ、1 人ですごすという回答が増える傾向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性より男性の方が

1 人ですごすという回答が多い傾向にあった。一方で、男女で比べると 4 人以上の友だちと

過ごすのは男性の方が多い傾向にあることもわかった。 
全体としては、6 割程度は家族や友だちなど、だれかと一緒に過ごすことがわかった。 
 

 

図 3-5 学年とひまなときに過ごす相手のクロス 

 

 

図 3-6 性別とひまなときに過ごす相手のクロス 
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Q20 最近 6 カ月間をふり返ってみて、あなたのすごした時間は幸せでしたか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。男性より女性の方が

幸せでない傾向にあることがわかった。 
全体としては、9 割程度が「とても幸せ・幸せ・やや幸せ」のいずれかを回答していること

がわかった。 
 

 

図 3-7 学年と幸せ度のクロス 

 

 

図 3-8 性別と幸せ度のクロス 
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Q21 学校の授業時間以外で、ふだんどのようなことをしていますか？ 

S1 コンビニやファミレス、ゲームセンターでたむろする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、コンビニ等でたむろするという回答は減る傾向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性より男性の方が

コンビニ等でたむろする傾向にある。 
全体としては、4 割程度がコンビニ等でたむろすることがあると回答していることがわかっ

た。 
 

 

図 3-9 学年とコンビニやファミレス、ゲームセンターでたむろするのクロス 

 

  

図 3-10 性別とコンビニやファミレス、ゲームセンターでたむろするのクロス 
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S2 部活動などで文化的なことをする(演劇、音楽、映画、文章を書く、読書など) 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。男性より女性の方が、

部活動などで文化的なことをする傾向にある。 
全体としては、部活動などで文化的なことをするのは全体の 4 割 5 分程度であることがわ

かった。 
 

 

図 3-11 学年と部活動などで文化的なことをするのクロス 

 

 

図 3-12 性別と部活動などで文化的なことをするのクロス 
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S3 だれかとけんかをする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。だれかとけんかをす

るという回答割合は、1 年生から 3 年生へと学年が上がるにつれ減る傾向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
全体としては、3 割程度がだれかとけんかをすることがある、ということがわかった。 
 

 

図 3-13 学年とだれかとけんかをするのクロス 

 

 

図 3-14 性別とだれかとけんかをするのクロス 
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S4 部活動などでスポーツをしたり、身体を動かしたりする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、部活動などでスポーツしたり身体を動かしたりする頻度は減る傾

向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性より男性の方が、

部活動などでスポーツしたり身体を動かしたりする頻度は高い傾向にある。 
全体としては、9 割以上が部活動などでスポーツをしたり、身体を動かしたりしていること

がわかった。 
 

 

図 3-15 学年と部活動などでスポーツをしたり、身体を動かしたりするのクロス 

 

 

図 3-16 性別と部活動などでスポーツをしたり、身体を動かしたりするのクロス 
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S5 学校の勉強または宿題をする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。学校の勉強また宿題

をしないという回答は、2 年生がもっとも高い割合を示した。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。男性より女性の方が、

学校の勉強また宿題をする傾向にあるといえる。 
全体としては、学校の勉強または宿題をすることがないと回答したのは、1 割未満であるこ

とがわかった。 
 

 

図 3-17 学年と学校の勉強または宿題をするのクロス 

 

 

図 3-18 性別と学校の勉強または宿題をするのクロス 
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S6 ショッピングセンターや街、公園、地元でぶらぶら遊ぶ 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、ショッピングセンター等でぶらぶら遊ばなくなる傾向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性より男性の方が、

ショッピングセンター等でぶらぶら遊ぶと回答した傾向にある。 
全体としては、7 割以上が、ショッピングセンター等でぶらぶらすることがある、というこ

とがわかった。 
 

 

図 3-19 学年とショッピングセンターや街、公園、地元でぶらぶら遊ぶのクロス 

 

 

図 3-20 性別とショッピングセンターや街、公園、地元でぶらぶら遊ぶのクロス 
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S7 違法なことをして楽しむ 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。 
違法なことをして楽しむと回答した者は全体の 5%未満だということわかった。 
 

 

図 3-21 学年と違法なことをして楽しむのクロス 

 

 

図 3-22 性別と違法なことをして楽しむのクロス 
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S8 お酒を飲む、または薬物を使う 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、お酒を飲む、または薬物を使うという回答が増える傾向にある。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
お酒を飲むまたは薬物を使うと回答した者は全体の 2%未満だということわかった。 
 

 

図 3-23 学年とお酒を飲む、または薬物を使うのクロス 

 

 

図 3-24 性別とお酒を飲む、または薬物を使うのクロス 
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S9 だれかを怖がらせたり、嫌がらせをしたりして楽しむ 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性より男性の方が、

だれかを怖がらせたり、嫌がらせをしたりして楽しむと回答する傾向にある。 
誰かを怖がらせたり嫌がらせをしたりして楽しむと回答した者は全体の 1 割未満だという

ことわかった。 
 

 

図 3-25 学年とだれかを怖がらせたり、嫌がらせをしたりして楽しむのクロス 

 

 

図 3-26 性別とだれかを怖がらせたり、嫌がらせをしたりして楽しむのクロス 
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Q22 あなたには、一緒に何かをしたり、ただぶらぶら遊んだりして時間をすご

す友だちがいますか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、男性の方が女性よりも「いない」と回答する割合が高い

ことがわかった。 
どちらも「いる」と回答する割合が 9 割程度であった。 
 

 

図 4-1 学年とぶらぶら遊ぶ友だちのクロス 

 

 

図 4-2 性別とぶらぶら遊ぶ友だちのクロス 
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Q23 もし、あなたが引越ししなければならなくなったら、その友だちと会えな

くなることで、あなたはどのくらいさみしくなると思いますか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、男性の方が「さみしくない」と答える傾向がみられた。 
なお、クロス分析では、「まったくさみしくない」・「それほどさみしくない」という回答を

「さみしくない」に、特に学年とのクロス分析では「ほんの少しさみしい」・「ややさみし

い」・「かなりさみしい」・「ものすごくさみしい」という回答を「さみしい」に縮約している。 
 

 
図 4-3 学年と友だちと会えなくなるさみしさのクロス 

 

 
図 4-4 性別と友だちと会えなくなるさみしさのクロス 
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Q24 その友だちがあなたのことをどう思っているのかは、あなたにとってどの

くらい重要ですか？ 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、男性の方が「重要ではない」と答える傾向がみられた。 
なお、クロス分析では、「まったく重要ではない」・「重要ではない」という回答を「重要で

はない」に縮約している。 
 

 
図 4-5 学年と友だちがどう思っているかが重要のクロス 

 

 
図 4-6 性別と友だちがどう思っているかが重要のクロス 
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Q25 若い人は、違法な行為をすることがあります。あなたは、以下のようなこ

とをした友だちを何人知っていますか？ 

… 大麻や覚せい剤などの薬物（マリファナ、ハシシ、エクスタシー、ス

ピード、ヘロイン、コカインなど）を使ったことのある友だち 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「いない」と回答した割合は 100％近かったことがわかった。 
 

 
図 4-7  学年と友だちがいる割合のクロス 
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図 4-8 性別と友だちがいる割合のクロス 

 
続いて、「いる」と回答した者については、友だちの人数を尋ねた。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
自由記述で回答を求めたところ、最大値は 37、中央値は 2 となった。 
 

 
図 4-9 学年と友だちの数のクロス 
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図 4-10 性別と友だちの数のクロス 
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Q26 若い人は、違法な行為をすることがあります。あなたは、以下のようなこ

とをした友だちを何人知っていますか？ 

… 店やデパートからものを盗んだことのある友だち 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「いない」と回答した割合は 9 割弱だということわかった。 
 

 

図 4-11 学年と友だちがいる割合のクロス 
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図 4-12 性別と友だちがいる割合のクロス 

 
続いて、「いる」と回答した者については、友だちの人数を尋ねた。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
自由記述で回答を求めたところ、最大値は 21、中央値は 2 となった。 
 

 

図 4-13 学年と友だちの数のクロス 
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図 4-14 性別と友だちの数のクロス 
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Q27 若い人は、違法な行為をすることがあります。あなたは、以下のようなこ

とをした友だちを何人知っていますか？ 

… ものを盗むために、許可なく建物に入ったことのある友だち 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「いない」と回答した割合は 100％近かったことがわかった。 

 

 
図 4-15 学年と友だちがいる割合のクロス 
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図 4-16 性別と友だちがいる割合のクロス 

 
続いて、「いる」と回答した者については、友だちの人数を尋ねた。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
自由記述で回答を求めたところ、最大値は 4、中央値は 3 となった。 

 

 

図 4-17 学年と友だちの数のクロス 
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図 4-18 性別と友だちの数のクロス 
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Q28 若い人は、違法な行為をすることがあります。あなたは、以下のようなこ

とをした友だちを何人知っていますか？ 

… お金やものをとる目的で、凶器を使ってだれかをおどしたり、ひどく

いためつけたりしたことのある友だち 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「いない」と回答した割合は 100％近かったことがわかった。 
 

 

図 4-19 学年と友だちがいる割合のクロス 
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図 4-20 性別と友だちがいる割合のクロス 

 
続いて、「いる」と回答した者については、友だちの人数を尋ねた。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
自由記述で回答を求めたところ、最大値は 13、中央値は 3 となった。 
 

 

図 4-21 学年と友だちの数のクロス 
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図 4-22 性別と友だちの数のクロス 
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Q29 若い人は、違法な行為をすることがあります。あなたは、以下のようなこ

とをした友だちを何人知っていますか？ 

… 棒やナイフのようなものを使ってだれかをひどく痛めつけたり、大け

がをさせたりしたことのある友だち 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「いない」と回答した割合は 100％近かったことがわかった。 
 

 

図 4-23 学年と友だちがいる割合のクロス 
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図 4-24 性別と友だちがいる割合のクロス 

 
続いて、「いる」と回答した者については、友だちの人数を尋ねた。 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
自由記述で回答を求めたところ、最大値は 10、中央値は 1 となった。 
 

 

図 4-25 学年と友だちの数のクロス 
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図 4-26 性別と友だちの数のクロス 
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Q30 あなたと同じ年ごろの人が以下のことをするのを、どのくらい悪いと思い

ますか？ 

S1 親や先生などの大人に、うそをつく、従わない、または口ごたえする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにつ
れて、「まったく悪くない」が増え、「とても悪い」が減る傾向がみられる。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「まったく悪くない」と思っている者は 1 割にも満たないことがわかっ
た。 
 

 
図 5-1 学年と大人に従わないことを悪いと思うのクロス 
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図 5-2 性別と大人に従わないことを悪いと思うのクロス 
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S2 宗教、肌の⾊、または⺠族の違いを理由に、だれかをばかにする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
学年が上がるにつれて、「とても悪い」が減少し「やや悪い」・「まったく悪くない」が増え
る傾向がみられる。女性よりも男性の方が「まったく悪くない」と思う割合が低い。いずれ
にせよ男性・女性とも「やや悪い」「まったく悪くない」をあわせても 1 割にも満たないこ
とがわかった。 
 

 
図 5-3 学年とだれかをばかにすることを悪いと思うのクロス 

 

 
図 5-4 性別とだれかをばかにすることを悪いと思うのクロス 
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S3 他の人のものや公共のものをわざと傷つける、または壊す 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、学年とのクロス分析をするにあたって、回答者が少なかったため、「やや悪い」「ま
ったく悪くない」の選択肢をひとつに縮約した。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「やや悪い」「まったく悪くない」と回答した者は 1 割にも満たないことが
わかった。 
 

 
図 5-5 学年とものを傷つけることを悪いと思うのクロス 

 

 
図 5-6 性別とものを傷つけることを悪いと思うのクロス 
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S4 インターネットから、映画や音楽を違法にダウンロードする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
学年が上がるにしたがって「とても悪い」と答えるものが減少し、傾向がわかれることが
わかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ「まったく悪くない」と答える者は 1 割にも満たず、「やや悪い」を入れて
も 2 割程度であるということがわかった。 
 

 
図 5-7 学年と違法にダウンロードすることを悪いと思うのクロス 

 

 
図 5-8 性別と違法にダウンロードすることを悪いと思うのクロス 
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S5 店から、お菓子のような小さなものを盗む 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、学年とのクロス分析をするにあたって、回答者が少なかったため、「やや悪い」「ま
ったく悪くない」の選択肢をひとつに縮約した。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性よりも男性の方が「とても悪い」と答える割合が低い傾向がみられた。 
いずれにせよ、「やや悪い」「まったく悪くない」と答えた者は 1 割にも満たないことがわ
かった。 
 

 
図 5-9 学年と小さなものを盗むことを悪いと思うのクロス 

 

 
図 5-10 性別と小さなものを盗むことを悪いと思うのクロス 
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S6 ものを盗むために、建物に侵入する 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
学年が上がるにしたがって「とても悪い」と答える割合が低くなることがわかった。な
お、学年とのクロス分析をするにあたって、回答者が少なかったため、「やや悪い」「まっ
たく悪くない」の選択肢をひとつに縮約した。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
男性の方が女性よりも「とても悪い」と答える割合が低い傾向があることがわかった。 
いずれにせよ、「やや悪い」「まったく悪くない」と答える者は全体で 1 割に満たないこと
がわかった。 
 

 
図 5-11 学年とものを盗むために建物に侵入することを悪いと思うのクロス 
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図 5-12 性別とものを盗むために建物に侵入することを悪いと思うのクロス 
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S7 傷つけようと思って、だれかをたたく 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、学年とのクロス分析をするにあたって、回答者が少なかったため、「やや悪い」「ま
ったく悪くない」の選択肢をひとつに縮約した。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「やや悪い」「まったく悪くない」と答える者は全体で 1 割にも満たないと
いうことがわかった。 
 

 
図 5-13 学年とだれかをたたくことを悪いと思うのクロス 

 

 
図 5-14 性別とだれかをたたくことを悪いと思うのクロス 
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S8 だれかからお金やものをとるために、凶器や暴力を用いる 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
男性は女性よりも、「とても悪い」と考える割合が少なくなる傾向があることがわかっ
た。 
なお、この問いでは、学年および性別を用いたクロス分析をするにあたって、回答者が少
なかったため、「やや悪い」「まったく悪くない」の選択肢をひとつに縮約した。 
いずれにせよ、「やや悪い」「まったく悪くない」と答える者は 1%程度だということがわ
かった。 

 
図 5-15 学年と凶器や暴力を用いることを悪いと思うのクロス 

 

 
図 5-16 性別と凶器や暴力を用いることを悪いと思うのクロス 
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Q31 あなたが万引きをしたのを見つかったと想像してください。そのことが次

の人に知られたら、自分のことをどれくらい恥ずかしいと感じますか？ 

S1 あなたの親友に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 8 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-17 学年と親友に知られたときのクロス 
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図 5-18 性別と親友に知られたときのクロス 
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S2 あなたの先生に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 8 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-19 学年と先生に知られたときのクロス 

 

 
図 5-20 性別と先生に知られたときのクロス 
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S3 あなたの親に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 8 割 5 分程度だということがわかった。 
 

 
図 5-21 学年と親に知られたときのクロス 

 

 
図 5-22 性別と親に知られたときのクロス 
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Q32 あなたがだれかを暴力で傷つけたのを見つかったと想像してください。そ

のことが次の人に知られたら、自分のことをどれくらい恥ずかしいと感じ

ますか？ 

S1 あなたの親友に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 7 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-23 学年と親友に知られたときのクロス 
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図 5-24 性別と親友に知られたときのクロス 
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S2 あなたの先生に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 7 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-25 学年と親友に知られたときのクロス 

 

 
図 5-26 性別と親友に知られたときのクロス 
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S3 あなたの親に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 8 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-27 学年と親に知られたときのクロス 

 

 
図 5-28 性別と親に知られたときのクロス 
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Q33 あなたが犯罪をして警察に逮捕（たいほ）されたと想像してください。そ

のことが次の人に知られたら、自分のことをどれくらい恥ずかしいと感じ

ますか？ 

S1 あなたの親友に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 9 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-29 学年と親友に知られたときのクロス 
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図 5-30 性別と親友に知られたときのクロス 
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S2 あなたの先生に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 8 割 5 分程度だということがわかった。 
 

 
図 5-31 学年と先生に知られたときのクロス 

 

 
図 5-32 性別と先生に知られたときのクロス 
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S3 あなたの親に知られたら 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。 
女性は男性よりも「とても恥ずかしい」と答える割合が多く、男性は女性よりも「まった
く恥ずかしくない」と答える割合が多いことがわかった。 
いずれにせよ「とても恥ずかしい」と答える者が 9 割程度だということがわかった。 
 

 
図 5-33 学年と親に知られたときのクロス 

 

 
図 5-34 性別と親に知られたときのクロス 
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Q34 以下の文章について、あなたは、どのくらいそう思いますか？ 

S1 わたしは、思いつきで行動することが多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、思い付きで行動することが多いと回答した者は、全体の 7 割程度だという

ことわかった。 
 

 
図 6-1 学年と思いつきで行動するのクロス 

 

 

図 6-2 性別と思いつきで行動するのクロス 
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S2 わたしは、今やって楽しいことなら、あとで損になるようなことでもやる 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性のほうが「とて

もそう思う」「ややそう思う」と回答した者が多かった。 
なお、今やって楽しいことなら、あとで損になるようなことでもやると回答した者は、全体

の 4 割程度だということわかった。 
 

 
図 6-3 学年と今の楽しさを重視のクロス 

 

 
図 6-4 性別と今の楽しさを重視のクロス 
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S3 わたしは、時間をかけて何かを得るよりも、短期間で何かを得ることに関心がある 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答した者が多かった。 
なお、時間をかけて何かを得るよりも、短時間で何かを得ることに関心があると回答した者

は、全体の 5 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 6-5 学年と即座の報酬への関心のクロス 

 

 
図 6-6 性別と即座の報酬への関心のクロス 
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S4 わたしはときどき、ちょっと危険なことをして自分を試したくなる 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答し、「まったくそう思わない」と回答するのは女性の方が

多いことがわかった。 
なお、ちょっと危険なことをして自分を試したくなると回答した者は、全体の 3 割程度だ

ということわかった。 
 

 
図 6-7 学年とリスクを省みない傾向のクロス 

 

 
図 6-8 性別とリスクを省みない傾向のクロス 
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S5 わたしはときどき、面白半分で危険なことをする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答し、「まったくそう思わない」と回答するのは女性の方が

多いことがわかった。 
なお、面白半分で危険なことをすると回答した者は、全体の 2 割 5 分程度だということわ

かった。 
 

 
図 6-9 学年と面白半分で危険な行動を選択のクロス 

 

 
図 6-10 性別と面白半分で危険な行動を選択のクロス 
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S6 安全であることよりも、ハラハラしたりドキドキしたりすることの方が大事である 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答し、「まったくそう思わない」と回答するのは女性の方が

多いことがわかった。 
なお、安全であることよりも、ハラハラしたりドキドキしたりすることの方が大事であると

回答した者は、全体の 2 割程度だということわかった。 
 

 
図 6-11 学年と安全よりリスクを好むのクロス 

 

 
図 6-12 性別と安全よりリスクを好むのクロス 

 

99



S7 わたしは、だれかに迷惑をかけることになっても、自分のことを第一に考える 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答し、「まったくそう思わない」と回答するのは女性の方が

多いことがわかった。 
なお、だれかに迷惑をかけることになっても、自分のことを第一に考えると回答した者は、

全体の 1 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 6-13 学年と自分を最優先のクロス 

 

 
図 6-14 性別と自分を最優先のクロス 
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S8 わたしがしたことで、だれかを怒らせたとしても、自分には関係ない 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性の方が「そう思

わない」と回答した者の数が多かった。 
なお、だれかを怒らせたとしても、自分には関係ないと思う回答した者は全体の 1 割程度

だということわかった。 
 

 
図 6-15 学年と行為による他者の怒りへの無関心のクロス 

 

 
図 6-16 性別と行為による他者の怒りへの無関心のクロス 
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S9 わたしは、だれかを困らせるとわかっていても、自分の思い通りにしようとする 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年が上がるにつれ

て、「まったくそう思わない」と回答する者が少なくなる傾向にあることがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性の方が、「まっ

たくそう思わない」と回答する者が多かった。 
なお、だれかを困らせるとわかっていても、自分の思い通りにしようとすると回答した者は、

全体の 1 割程度だということわかった。 
 

 
図 6-17 学年と自己中心的志向のクロス 

 

 
図 6-18 性別と自己中心的志向のクロス 
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Q35 スポーツや交通事故などで、重いけがをしたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性の方が「ない」

と回答する者の数が多かった。 
なお、スポーツや交通事故などで、重いけがをしたことがないと回答した者は全体の 5 割

程度、一度だけあったと回答した者は 3 割程度、二度以上あったと回答した者は 2 割程度

だということわかった。 
 

 
図 6-19 学年と重いけがの経験のクロス 

 

 
図 6-20 性別と重いけがの経験のクロス 
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Q35̲3N スポーツや事故などで、重いけがをしたことがあるかの回数 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、重いけがの経験回数について、2 回が全体の 4 割程度、3 回が 3 割程度、4
回が 1 割、5 回以上が 2 割程度であるということわかった。 
 

 
図 6-21 学年と重いけがの経験回数のクロス 

 

 
図 6-22 性別と重いけがの経験回数のクロス 
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Q36 あなたの住んでいる地域に関する以下の文章について、あなたは、どのく

らいそう思いますか？ 

S1 住んでいる地域の人たちの多くが、わたしのことを知っている 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」と回答する者が多く、女性の方が「あまりそう思わない」と回答する者が多いこ

とがわかった。 
なお、住んでいる地域の人たちの多くが、わたしのことを知っていると回答した者は、全体

の 5 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 6-23 学年と住んでいる地域の人からの認知のクロス 
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図 6-24 性別と住んでいる地域の人からの認知のクロス 
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S2 住んでいる地域の人たちは、よく一緒に活動している 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。「ややそう思う」及

び「まったくそう思わない」と回答した者の数は 2 年生に最も多いことがわかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、住んでいる地域の人たちは、よく一緒に活動していると回答した者は、全体の 3 割程

度だということわかった。 
 

 
図 6-25 学年と住んでいる地域の人が一緒に活動のクロス 

 

 
図 6-26 性別と住んでいる地域の人が一緒に活動のクロス 

 

107



S3 住んでいる地域では、犯罪が多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、住んでいる地域では、犯罪が多いと回答した者は、全体の 2 割程度だという

ことわかった。 
 

 
図 6-27 学年と住んでいる地域の犯罪のクロス 

 

 
図 6-28 性別と住んでいる地域の犯罪のクロス 
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S4 住んでいる地域では、薬物の売買が多い（縮約後の項目名について疑問） 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「住んでいる地域では、薬物の売買が多いか」という質問について「まった

くそう思わない」と回答した者は、全体の 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 6-29 学年と住んでいる地域の薬物売買のクロス 

 

 
図 6-30 性別と住んでいる地域の薬物売買のクロス 
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S5 住んでいる地域では、けんかが多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

思う」及び「ややそう思う」と回答した者が多いことがわかった。 
なお、住んでいる地域では、けんかが多いと回答した者は、全体の 1 割程度だということわ

かった。 
 

 

図 6-31 学年と住んでいる地域のけんかの多さのクロス 

 

 

図 6-32 性別と住んでいる地域のけんかの多さのクロス 
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S6 住んでいる地域では、人がおらず、手入れがされていない建物が多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、住んでいる地域では、人がおらず、手入れがされていない建物が多いと回答

した者は、全体の 1 割程度だということわかった。 
 

 
図 6-33 学年と住んでいる地域の廃墟の多さのクロス 

 

 
図 6-34 性別と住んでいる地域の廃墟の多さのクロス 
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S7 住んでいる地域には、落書きが多い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、住んでいる地域には、落書きが多いと回答した者は、全体の 1 割程度だとい

うことわかった。 
 

 
図 6-35 学年と住んでいる地域の落書きのクロス 

 

 
図 6-36 性別と住んでいる地域の落書きのクロス 
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S8 住んでいる地域の人たちは、すすんで周りの人を助ける 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」及び「ややそう思う」と回答した者が多く、「あまりそう思わない」と回答した

者は女性の方が多いことがわかった。 
なお、住んでいる地域の人たちは、すすんで周りの人を助けると回答した者は、全体の 6 割

程度だということわかった。 
 

 
図 6-37 学年と住んでいる地域の人たちの助け合いのクロス 

 

 
図 6-38 性別と住んでいる地域の人たちの助け合いのクロス 
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S9 住んでいる地域は、結びつきが強い 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答した者が多く、「あまりそう思わない」と回答した者は女

性の方が多いことがわかった。 
なお、住んでいる地域は、結びつきが強いと回答した者は、全体の 5 割程度だということわ

かった。 
 

 
図 6-39 学年と住んでいる地域の人々の結びつきクロス 

 

 
図 6-40 性別と住んでいる地域の人々の結びつきのクロス 
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S10 住んでいる地域の人々は、信頼できる 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」「ややそう思う」と回答した者が多く、「あまりそう思わない」と回答した者は女

性の方が多いことがわかった。 
なお、住んでいる地域の人々は、信頼できると回答した者は、全体の 6 割程度だということ

わかった。 
 

 
図 6-41 学年と住んでいる地域の人々は信頼できるのクロス 

 

 
図 6-42 性別と住んでいる地域の人々は信頼できるのクロス 
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S11 住んでいる地域の人々は、たいていお互いに仲良くやっている 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。男性の方が「とても

そう思う」と回答した者が多い一方で「まったくそう思わない」と回答した者も多いことが

わかった。 
なお、住んでいる地域の人々は、たいていお互いに仲良くやっていると回答した者は、全体

の 7 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 6-43 学年と住んでいる地域の人々の仲の良さのクロス 

 

 
図 6-44 性別と住んでいる地域の人々の仲の良さのクロス 
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Q37 かべ、電車、地下鉄やバスに落書きしたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、かべ、電車、地下鉄やバスに落書きしたことがあると回答した者は全体の 6%
程度だということわかった。そのうち、過去 1 年間に行った回数は 0 回が 39 人、1 回が 13
人、2 回以上が 15 人だった。 
 

 

図 7-1 学年とかべ、電車、地下鉄やバスに落書きしたことがあるかのクロス 

 

 

図 7-2 性別とかべ、電車、地下鉄やバスに落書きしたことがあるかのクロス 
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Q38 建物の窓、自動車、バスや電車の座席などをわざと傷つけたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、建物の窓、自動車、バスや電車の座席などをわざと傷つけたことがあると回

答した者は全体の 1～2%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回

が 10 人、1 回が 2 人、2 回以上が 4 人だった。 
 

 

図 7-3 学年と建物の窓などをわざと傷つけたことがあるかのクロス 

 

 

図 7-4 性別と建物の窓などをわざと傷つけたことがあるかのクロス 
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Q39 店やデパートからものを盗んだことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、店やデパートからものを盗んだことがあると回答した者は全体の 4%程度だ

ということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 32 人、1 回が 11 人、2 回以上

が 8 人だった。 
 

 

図 7-5 学年と店やデパートからものを盗んだことがあるかのクロス 

 

 

図 7-6 性別と店やデパートからものを盗んだことがあるかのクロス 
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Q40 ものを盗むために、建物に侵入したことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、ものを盗むために、建物に侵入したことがあると回答した者は全体の 1%程

度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 7 人、1 回が 2 人だった。 
 

 

図 7-7 学年とものを盗むために、建物に侵入したことがあるかのクロス 

 

 

図 7-8 性別とものを盗むために、建物に侵入したことがあるかのクロス 
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Q41 自転車を盗んだことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、自転車を盗んだことがあると回答した者は全体の 1%程度だということがわ

かった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 7 人、1 回が 3 人、2 回以上が 1 人だった。 
 

 

図 7-9 学年と自転車を盗んだことがあるかのクロス 

 

 

図 7-10 性別と自転車を盗んだことがあるかのクロス 
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Q42 バイクまたは自動車を盗んだことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、バイクまたは自動車を盗んだことがあると回答した者は全体の 1%程度だと

いうことがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 6 人、1 回が 1 人、2 回以上が 1
人だった。 
 

 

図 7-11 学年とバイクまたは自動車を盗んだことがあるかのクロス 

 

 

図 7-12 性別とバイクまたは自動車を盗んだことがあるかのクロス 
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Q43 自動車の部品や自動車の中のものを盗んだことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、意味のある差がみられた（しかし、盗んだことがある者

が全体でも 1%程度と少ないため、この結果は統計的には信頼できない）。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、自動車の部品や自動車の中のものを盗んだことがあると回答した者は全体

の 1%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 7 人、1 回が 1 人

だった。 
 

 

図 7-13 学年と自動車の部品や自動車の中のものを盗んだことがあるかのクロス 

 

 

図 7-14 性別と自動車の部品や自動車の中のものを盗んだことがあるかのクロス 
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Q44 お金目的で暴力を用いたり、暴力を用いるとおどしたりしたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、お金目的で暴力を用いたり、暴力を用いるとおどしたりしたことがあると回

答した者は全体の 1%未満だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 3
人、1 回が 2 人だった。 
 

 

図 7-15 学年とお金目的で暴力や暴力を用いるとおどしたことがあるかのクロス 

 

 

図 7-16 性別とお金目的で暴力や暴力を用いるとおどしたことがあるかのクロス 
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Q45 暴力やおどしを使わずに、だれかからものを盗んだことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、暴力やおどしを使わずに、だれかからものを盗んだことがあると回答した者

は全体の 5%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 37 人、1 回

が 12 人、2 回以上が 12 人だった。 
 

 

図 7-17 学年と暴力やおどしを使わずに、だれかからものを盗んだことがあるかのクロス 

 

 

図 7-18 性別と暴力やおどしを使わずに、だれかからものを盗んだことがあるかのクロス 
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Q46 棒、ナイフ、チェーンや銃といった凶器を持ち歩いたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性よりも男性に棒、

ナイフ、チェーンや銃といった凶器を持ち歩いたことがある者が多い傾向がみられた。 
いずれにせよ、棒、ナイフ、チェーンや銃といった凶器を持ち歩いたことがあると回答した

者は全体の 2～3%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 8 人、

1 回が 5 人、2 回以上が 15 人だった。 
 

 

図 7-19 学年と棒、ナイフ、チェーンや銃などの凶器を持ち歩いたことがあるかのクロス 

 

 

図 7-20 性別と棒、ナイフ、チェーンや銃などの凶器を持ち歩いたことがあるかのクロス 
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Q47 路上や公園、他の公的な場所で、集団でのけんかに参加したことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。3 年生から 1 年生へ

と学年が下がるにつれ、路上や公園、他の公的な場所で、集団でのけんかに参加したことが

ある者が多くなる傾向がみられた。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、路上や公園、他の公的な場所で、集団でのけんかに参加したことがあると回

答した者は全体の 6%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 30
人、1 回が 18 人、2 回以上が 24 人だった。 
 

 

図 7-21 学年と路上や公園、他の公的な場所で、集団でのけんかに参加のクロス 

 

 

図 7-22 性別と路上や公園、他の公的な場所で、集団でのけんかに参加のクロス 
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Q48 棒やナイフを使ってひどく痛めつけたり、傷つけたりしたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性よりも男性に棒

やナイフを使ってひどく痛めつけたり、傷つけたりしたことがある者が多い傾向がみられ

た。 
いずれにせよ、棒やナイフを使ってひどく痛めつけたり、傷つけたりしたことがあると回答

した者は全体の 1～2%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 9
人、1 回が 5 人、2 回以上が 4 人だった。 
 

 

図 7-23 学年と棒やナイフでひどく痛めつけたり、傷つけたりしたことがあるかのクロス 

 

 

図 7-24 性別と棒やナイフでひどく痛めつけたり、傷つけたりしたことがあるかのクロス 
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Q49 インターネットから音楽や映画を違法にダウンロードしたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。1 年生から 3 年生へ

と学年が上がるにつれ、インターネットから音楽や映画を違法にダウンロードしたことが

ある者が多くなる傾向がみられた。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、インターネットから音楽や映画を違法にダウンロードしたことがあると回

答した者は全体の 7%程度だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 22
人、1 回が 10 人、2 回以上が 46 人だった。 
 

 

図 7-25 学年とインターネットから音楽や映画を違法にダウンロードしたのクロス 

 

 

図 7-26 性別とインターネットから音楽や映画を違法にダウンロードしたのクロス 

129



Q50 薬物を売ったり、売る人に協力をしたりしたことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、薬物を売ったり、売る人に協力をしたりしたことがあると回答した者は全体

の 1%未満だということがわかった。過去 1 年間に行った回数は、0 回が 4 人、1 回が 0 人、

2 回以上が 2 人だった。 
 

 

図 7-27 学年と薬物を売ったり、売る人に協力をしたりしたことがあるかのクロス 

 

 

図 7-28 性別と薬物を売ったり、売る人に協力をしたりしたことがあるかのクロス 
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Q51 違法な行為をあなた自身がしたために、警察官と関わったことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。女性よりも男性に、

自身の違法な行為によって警察官と関わったことがある者が多い傾向がみられた。 
いずれにせよ、違法な行為をあなた自身がしたために、警察官と関わったことがあると回答

した者は全体の 2%程度だということがわかった。過去 1 年間の回数は、0 回が 14 人、1 回

が 5 人、2 回以上が 6 人だった。 
 

 

図 7-29 学年と違法な行為をしたために、警察官と関わったことがあるかのクロス 

 

 

図 7-30 性別と違法な行為をしたために、警察官と関わったことがあるかのクロス 
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Q54̲1 最後に警察官と関わったとき(事件について、親に連絡がいった) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、事件について、親に連絡がいったと回答した

者は全体の 1%程度だということがわかった。 
 

 

図 7-31 学年と最後に警察官と関わったとき(事件について、親に連絡がいった)のクロス 

 

 

図 7-32 性別と最後に警察官と関わったとき(事件について、親に連絡がいった)のクロス 
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Q54̲2 最後に警察官と関わったとき(学校や先生に連絡がいった) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、学校や先生に連絡がいったと回答した者は全

体の 1%程度だということがわかった。 
 

 

図 7-33 学年と最後に警察官と関わったとき(学校や先生に連絡がいった)のクロス 

 

 

図 7-34 性別と最後に警察官と関わったとき(学校や先生に連絡がいった)のクロス 
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Q54̲3 最後に警察官と関わったとき(裁判所または検察に事件が送られた) 

最後に警察官と関わったとき、裁判所または検察に事件が送られたと回答した者はいない

ことがわかった（学年・性別とのクロス分析を行う意味がないため、行わなかった） 
 

 

図 7-35 学年と最後に警察官と関わったとき(裁判所または検察に事件が送られた)のクロ

ス 

 

 

図 7-36 性別と最後に警察官と関わったとき(裁判所または検察に事件が送られた)のクロ

ス 

  

134



Q54̲4 最後に警察官と関わったとき(裁判所、検察、警察で厳しく注意を受けた) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、裁判所、検察、警察で厳しく注意を受けたと

回答した者は 1 人であるということがわかった。 
 

 

図 7-37 学年と最後に警察官と関わったとき(裁判所、検察、警察で厳しく注意を受けた)

のクロス 

 

 

図 7-38 性別と最後に警察官と関わったとき(裁判所、検察、警察で厳しく注意を受けた)

のクロス 
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Q54̲5 最後に警察官と関わったとき(裁判所または検察から処分を受けた) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、裁判所または検察から処分を受けたと回答し

た者は 1 人であるということがわかった。 
 

 

図 7-39 学年と最後に警察官と関わったとき(裁判所または検察から処分を受けた)のクロ

ス 

 

 

図 7-40 性別と最後に警察官と関わったとき(裁判所または検察から処分を受けた)のクロ

ス  
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Q54̲6 最後に警察官と関わったとき(親から、罰を受けた) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、親から、罰を受けたと回答した者は全体の 1%
未満であることがわかった。 
 

 

図 7-41 学年と最後に警察官と関わったとき(親から、罰を受けた)のクロス 

 

 

図 7-42 性別と最後に警察官と関わったとき(親から、罰を受けた)のクロス 
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Q54̲7 最後に警察官と関わったとき(何もなかった) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、何もなかったと回答した者は 5 人であるこ

とがわかった。 
 

 

図 7-43 学年と最後に警察官と関わったとき(何もなかった)のクロス 

 

 

図 7-44 性別と最後に警察官と関わったとき(何もなかった)のクロス 
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Q54̲8 最後に警察官と関わったとき(それ以外のことがあった) 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
いずれにせよ、最後に警察官と関わったとき、それ以外のことがあったと回答した者は 1 人

であることがわかった。 
 

 

図 7-45 学年と最後に警察官と関わったとき(それ以外のことがあった)のクロス 

 

 

図 7-46 性別と最後に警察官と関わったとき(それ以外のことがあった)のクロス 
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Q55 これまでにお酒を飲んだことがあるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。3 年生は、1 年生・

2 年生と比べて、飲酒経験があると回答した者が多かった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
これまでに飲酒経験があると回答した者は、全体で約 3 割程度であった。 
 

 
図 8-1 学年と飲酒経験の有無のクロス 

 

 
図 8-2 性別と飲酒経験の有無のクロス 
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Q56 最近 30 日間の飲酒の機会と酒類 

本設問は、Q55 で飲酒経験があるとした者が酒類別に回答している。 
 
S1 ビールまたはお酒が入ったジュース（チューハイ等） 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、最近 30 日間で「ビールまたはお酒が入ったジュース（チューハイ等）」を飲

酒する機会があったと回答した者は、全体で 3 割程度であった。 

 
図 8-3 学年とビール等の飲酒機会の有無のクロス 

 

 
図 8-4 性別とビール等の飲酒機会の有無のクロス 
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S2 ワイン・日本酒 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、最近 30 日間で「ワイン・日本酒」を飲酒する機会があったと回答した者は、

全体で 1 割程度であった。 
 

 
図 8-5 学年とワイン等の飲酒機会の有無のクロス 

 

 
図 8-6 性別とワイン等の飲酒機会の有無のクロス 
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S3 強いお酒（ウィスキー・ジン・ウォッカ・焼ちゅう等） 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、最近 30 日間で「強いお酒」を飲酒する機会があったと回答した者は、全体

で 10 名であった。 
 

 
図 8-7 学年と強いお酒の飲酒機会の有無のクロス 

 

 
図 8-8 性別と強いお酒の飲酒機会の有無のクロス 
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Q57 最近 30 日間で、一度に 5 杯以上飲酒する場面 

本設問は、Q55 で飲酒経験があるとした者が回答している。 
 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、最近 30 日間で一度に 5 杯以上飲酒する場面があったと回答した者は、全体

で 21 名であった。 
 

 
図 8-9 学年と一度に 5杯以上飲酒する場面の有無のクロス 

 

 
図 8-10 性別と一度に 5 杯以上飲酒する場面の有無のクロス 
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Q58 大麻（カンナビス・マリファナ・ハシシ）の使用経験 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、大麻（カンナビス・マリファナ・ハシシ）の使用経験があったと回答した者

は、全体で 3 名だった。 
 

 
図 8-11 学年と大麻の使用経験の有無のクロス 

 

 
図 8-12 性別と大麻の使用経験の有無のクロス 
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Q61 エクスタシー・LSD・スピード・覚せい剤等の使用経験 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、エクスタシー・LSD・スピード・覚せい剤等の使用経験があったと回答した

者は 1 名で、最近 12 ヶ月間で 1 回使用したとしている。 
 

 

図 8-13 学年とエクスタシー・LSD・スピード・覚せい剤等の使用経験の有無のクロス 

 

 
図 8-14 性別とエクスタシー・LSD・スピード・覚せい剤等の使用経験の有無のクロス 
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Q63 ヘロイン・コカイン等の使用経験 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、ヘロイン・コカイン等の使用経験があったと回答した者は 2 名で、最近 12
ヶ月間で、1 名は 2 回使用したと回答し、もう 1 名は 3 回使用したと回答している。 
 

 

図 8-15 学年とヘロイン・コカイン等の使用経験の有無のクロス 

 

 
図 8-16 性別とヘロイン・コカイン等の使用経験の有無のクロス 
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Q66 もし、あなたが古いモデルの携帯電話をクラスメイトに嘘をついて売り、

それで得たお金で新しいモデルの携帯電話を購入したら、以下の人々はど

のように感じるでしょうか？ 

S1 親友はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられた。学年があがるほ

ど、「非難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 6 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 9-1 学年と親友はどう感じるかのクロス 
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図 9-2 性別と親友はどう感じるかのクロス 
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S2 クラスメイトはどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 6 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 9-3 学年とクラスメイトはどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-4 性別とクラスメイトはどう感じるかのクロス 
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S3 ⺟親はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 7 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-5 学年と母親はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-6 性別と母親はどう感じるかのクロス 
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S4 父親はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 7 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-7 学年と父親はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-8 性別と父親はどう感じるかのクロス 
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S5 好きな先生はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-9 学年と好きな先生はどう感じるかのクロス 

 

図 9-10 性別と好きな先生はどう感じるかのクロス 
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S6 地域の同年代の人はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 8 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 9-11 学年と地域の同年代の人はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-12 性別と地域の同年代の人はどう感じるかのクロス 
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Q67 自分が実際にこのようなことをするのを想像できるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「ま

ったくできない」と回答する傾向がみられた。 
なお、「まったくできない」と回答した者は 5 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 9-13 学年と自分が実際にこのようなことをするのを想像できるかのクロス 

 

 
図 9-14 性別と自分が実際にこのようなことをするのを想像できるかのクロス 
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Q68 もし、あなたがずっとほしかったが高価で買えなかったものを、お金を払

わずに持ち帰ったら、以下の人々はどのように感じるでしょうか？ 

S1 親友はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。

なお、「非難するだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 

図 9-15 学年と親友はどう感じるかのクロス
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図 9-16 性別と親友はどう感じるかのクロス 
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S2 クラスメイトはどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-17 学年とクラスメイトはどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-18 性別とクラスメイトはどう感じるかのクロス 
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S3 ⺟親はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-19 学年と母親はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-20 性別と母親はどう感じるかのクロス 
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S4 父親はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
いずれにせよ、「非難されるだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-21 学年と父親はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-22 性別と父親はどう感じるかのクロス 

  

160



S5 好きな先生はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-23 学年と好きな先生はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-24 性別と好きな先生はどう感じるかのクロス 
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S6 地域の同年代の人はどう感じるか 
学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「非

難するだろう」と回答する傾向がみられた。 
なお、「非難するだろう」と回答した者は 9 割程度だということわかった。 
 

 
図 9-25 学年と地域の同年代の人はどう感じるかのクロス 

 

 
図 9-26 性別と地域の同年代の人はどう感じるかのクロス 
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Q69 自分が実際にこんなことをするのを想像できるか 

学年とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差がみられなかった。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられた。女性の方が、「ま

ったくできない」と回答する傾向がみられた。 
なお、「まったくできない」と回答した者は 6 割 5 分程度だということわかった。 
 

 
図 9-27 学年と自分が実際にこんなことをするのを想像できるかのクロス 

 

 
図 9-28 性別と自分が実際にこんなことをするのを想像できるかのクロス 
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Q70 被害者が⼈種や⺠族の違う⼈でも警察は平等に扱うと思うか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、8 割程度の生徒は、警察は被害者が人種や民族の違う人でも平等に扱うと考えている

ことがわかった。 
 

 
図 10-1 性別と警察の扱い方のクロス 
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Q71S1 近所で暴力犯罪や侵入窃盗が起きたとして、警察はどのくらい早く現場

にかけつけると思うか 

この問いは、「0 とても遅い」から「10 とても早い」の 11 段階の選択肢のなかから回答を

選ぶ形式になっていたが、ここでは 0 から 2 を「とても遅い」、3 から 4 を「やや遅い」、5
を「中間」、6 から 7 を「やや早い」、8 から 10 を「とても早い」とみなして分析を行った。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、2 割程度の生徒が、警察が現場にかけつけるのは遅いと考えていることがわかった。 
 

 

図 10-2 性別と警察のかけつける早さのクロス 
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Q72 一般的に警察は、若い⼈をていねいに扱っているといえるか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、警察は若い人をていねいに扱っているとはいえないと考えている生徒は 1 割程度で

あることがわかった。 
 

 

図 10-3 性別と若い人をていねいに扱っているかのクロス 
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Q73 警察は、若い⼈の事件を扱うとき、公平な判断をどのくらいしているとい

えるか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、警察は若い人の事件を扱うとき、公平な判断をしていないと考えている生徒は 1 割

に満たないことがわかった。 
 

 

図 10-4 性別と若い人の事件を扱うときの公平な判断のクロス 
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Q74 警察は、自分たちの判断や対応を、若い⼈に対してどのくらい説明してい

るといえるか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、警察は自分たちの判断や対応を若い人に対して説明していないと考えている生徒は 1
割に満たないことがわかった。 
 

 

図 10-5 性別と若い人に対する判断や対応の説明のクロス 
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Q75S1 警察から何かを求められたとき、その理由について理解や納得ができな

かったとしても、それに従う義務はどのくらいあるか 

この問いは、「0 まったく従う義務はない」から「10 完全に従う義務がある」の 11 段階の

選択肢のなかから回答を選ぶ形式になっていたが、ここでは 0 から 2 を「まったく従う義

務はない」、3 から 4 を「従う義務はない」、5 を「中間」、6 から 7 を「従う義務はある」、

8 から 10 を「完全に従う義務がある」とみなして分析を行った。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、3 割弱の生徒は、警察から何かを求められたとき、その理由について理解や納得がで

きないときには従う義務はないと考えていることがわかった。 
 

 

図 10-6 性別と警察に対する義務のクロス 
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Q76S1 一般的に警察は、わたしたちと同じような善と悪の感覚を持っていると

思うか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、7 割程度の生徒は、警察が自分たちと同じような善悪の感覚を持っていると考えてい

ることがわかった。 
 

 

図 10-7 性別と警察の善悪の感覚のクロス 
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Q76S2 警察は、若い⼈の考え方に理解があると思うか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、警察は若い人の考え方に理解があると思っている生徒は 4 割程度であることがわか

った。 
 

 

図 10-8 性別と警察の若い人の考え方への理解のクロス 
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Q76S3 警察のふだんのふるまいを、たいてい支持しているか 

性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、5 割程度の生徒は警察のふるまいを支持していることがわかった。 
 

 

図 10-9 性別と警察のふるまいへの支持のクロス 
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Q77S1 警察はワイロを受け取ると思うか 

この問いは、「0 まったく受け取らない」から「10 いつも受け取る」の 11 段階の選択肢の

なかから回答を選ぶ形式になっていたが、ここでは 0 から 2 を「まったく受け取らない」、

3 から 4 を「あまり受け取らない」、5 を「中間」、6 から 7 を「たまに受け取る」、8 から 10
を「いつも受け取る」とみなして分析を行った。 
性別とのクロス分析を行った結果、統計的に意味のある差はみられなかった。 
なお、警察はワイロを受け取らないと考えている生徒は 5 割程度であることがわかった。 
 

 

図 10-10 性別と警察はワイロを受け取るかのクロス 
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-XV]XSPSSOSYXJSVQ]WIPJJMVWX�IZIRMJMXQIERW
QEOMRKXLMRKWHMJJMGYPXJSVSXLIVTISTPI

-JXLMRKW-HSYTWIXTISTPI�MXvWXLIMVTVSFPIQRSXQMRI�

-[MPPXV]XSKIXXLIXLMRKW-[ERXIZIR[LIR-ORS[MXvW
GEYWMRKTVSFPIQWJSVSXLIVTISTPI

���(MH]SYIZIVLEZIEREGGMHIRXXLEX[EWWSWIVMSYW]SYLEHXSWIIEHSGXSV�WYGLEWHYVMRK
WTSVXWSVEXVEJJMGEGGMHIRX�RSXNYWXEWMQTPIGYX#

2S

3RGI

CCCCCXMQIW�IRXIVRYQFIV
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2I\X[I[MPPEWO]SYWSQIUYIWXMSRWEFSYX]SYVRIMKLFSYVLSSH� 2IMKLFSYVLSSHMWXLIEVIE[MXLMR
EWLSVX[EPOMRKHMWXERGI�WE]EGSYTPISJQMRYXIWJVSQ]SYVLSQI� 8LEXMWXLIWXVIIX]SYPMZIMR

ERH XLIWXVIIXW�LSYWIW�WLSTW�TEVOWERHSXLIVEVIEWGPSWI XS]SYVLSQI�;LIREWOIHEFSYX]SYV
RIMKLFSYVWXLMROEFSYXXLITISTPIPMZMRKMRXLMWEVIE�

���,S[ QYGL HS ]SY EKVII SV HMWEKVII [MXL XLI JSPPS[MRK WXEXIQIRXW EFSYX ]SYV
RIMKLFSYVLSSH#

 8MGOSRIFS\JSVIEGLPMRI

JYPP]EKVII

WSQI[LEX

EKVII

WSQI[LEX

HMWEKVII

JYPP]

HMWEKVII

1ER]SJQ]RIMKLFSYVWORS[QI�

4ISTPIMRQ]RIMKLFSYVLSSHSJXIRHSXLMRKWXSKIXLIV�

8LIVIMWEPSXSJGVMQIMRQ]RIMKLFSYVLSSH

8LIVIMWEPSXSJHVYKWIPPMRKMRQ]RIMKLFSYVLSSH

8LIVIMWEPSXSJJMKLXMRKMRQ]RIMKLFSYVLSSH

8LIVIEVIEPSXSJIQTX]ERHEFERHSRIHFYMPHMRKWMR
Q]RIMKLFSYVLSSH

8LIVIMWEPSXSJKVEJJMXMMRQ]RIMKLFSYVLSSH

4ISTPIEVSYRHLIVIEVI[MPPMRKXSLIPTXLIMV
RIMKLFSYVW

8LMWMWEGPSWI�ORMXRIMKLFSYVLSSH

4ISTPIMRXLMWRIMKLFSYVLSSHGERFIXVYWXIH

4ISTPIMRXLMWRIMKLFSYVLSSHKIRIVEPP]KIXEPSRK[IPP
[MXLIEGLSXLIV

%FSYXXLMRKW]SYRKTISTPIWSQIXMQIWHS

���=SYRKTISTPIWSQIXMQIWHSXLMRKWXLEXEVIJSVFMHHIR�JSVI\EQTPIHEQEKMRKSVWXIEPMRK

ERSXLIVTIVWSRvWTVSTIVX]�7SQILMXERHLYVXSXLIVWSRTYVTSWI�[IHSRvXQIERWMXYEXMSRW

MR[LMGL]SYRKTISTPITPE]�JMKLX[MXLIEGLSXLIVNYWXJSVJYR�;LEXEFSYX]SY#,EZI]SY

IZIVHSRIER]SJXLIJSPPS[MRK�ERHMJWS�LS[SJXIR[MXLMRXLIPEWX��QSRXLW#

 4PIEWIVIQIQFIV XLEXRSFSH]�RSX]SYV JEQMP]�RSV]SYVXIEGLIVW�RSVXLITSPMGI�RSVER]FSH]

IPWI[MPPFIXSPH[LEX]SYLEZIXSPHYW�=SYGERFIWYVIXLEX[LEX]SYXIPPYW[MPPVIQEMRWIGVIX�

,EZI]SYIZIVMR]SYVPMJI��� �GLIGO�RS�SV�]IW��MJ]IW�[VMXIMRLS[SJXIRXLIPEWX��QSRXLW

��� TEMRXIHSRE[EPP�XVEMR�WYF[E]SVFYW�KVEJJMXM#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

��� HEQEKIHWSQIXLMRKSRTYVTSWI�WYGLEWEFYWWLIPXIV�E[MRHS[�EGEVSVEWIEXMRXLIFYWSV
XVEMR#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

���WXSPIRWSQIXLMRKJVSQEWLSTSVHITEVXQIRXWXSVI#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���
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,EZI]SYIZIVMR]SYVPMJI��� �GLIGO�RS�SV�]IW��MJ]IW�[VMXIMRLS[SJXIRXLIPEWX��QSRXLW

��� FVSOIRMRXSEFYMPHMRKXSWXIEPWSQIXLMRK#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

���WXSPIREFMG]GPI#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

��� WXSPIREQSXSVFMOISVGEV#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

���WXSPIRWSQIXLMRKSJJSVJVSQSJEGEV#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

��� YWIHE[IETSR�JSVGISVXLVIEXSJJSVGIXSKIXQSRI]SVXLMRKWJVSQWSQISRI#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

���WXSPIRWSQIXLMRKJVSQETIVWSR[MXLSYXJSVGISVXLVIEX#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

��� GEVVMIHE[IETSR�WYGLEWEWXMGO�ORMJI�KYR�SVGLEMR#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

���XEOIRTEVXMREKVSYTJMKLXMREJSSXFEPPWXEHMYQ�SRXLIWXVIIXSVSXLIVTYFPMGTPEGI#

RS

]IW LS[SJXIRMRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW�MJRIZIV�[VMXI���

��� FIEXIRWSQISRIYTSVLYVXWSQISRI[MXLWXMGOSVORMJIWSFEHP]XLEXXLITIVWSR[EWMRNYVIH#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

���MPPIKEPP]HS[RPSEHIHQYWMGSVJMPQWJVSQXLIMRXIVRIX#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

��� WSPHER]HVYKWSVLIPTWSQISRIWIPPMRKHVYKW#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���

?STXMSREP�A��� LYVXERERMQEPSRTYVTSWI#

RS

]IW LS[SJXIR MRXLIPEWX��QSRXLW# CCCCXMQIW �MJRIZIV�[VMXI���
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���,EZI]SYIZIVLEHGSRXEGX[MXLXLITSPMGIFIGEYWI]SY]SYVWIPJHMHWSQIXLMRKMPPIKEPPMOI

SRISJXLIXLMRKWPMWXIHEFSZI#

2S

=IW�-LEZILEHGSRXEGX[MXLXLITSPMGIFIGEYWI-HMHWSQIXLMRKMPPIKEP�

-J]IW�E ,S[SJXIRMRXLIPEWX ��QSRXLW#CCCCXMQIW�IRXIVJVIUYIRG]

F 8LIPEWXXMQI�FIGEYWISJ[LMGLSJJIRGI#

-X[EWFIGEYWICCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

G ;LEXLETTIRIH XLIPEWXXMQI]SYLEHGSRXEGX[MXLXLITSPMGI#

8MGOEPPXLEXETTP]

Q]TEVIRXW[IVIRSXMJMIHEFSYXXLIMRGMHIRX

 XLIWGLSSP�Q]XIEGLIV[EWRSXMJMIH

 -[EWWIRXXSXLIGSYVXSVETVSWIGYXSV

 -[EWKMZIRE[EVRMRKF]XLIGSYVX�TVSWIGYXSV�TSPMGI

 -[EWTYRMWLIHF]XLIGSYVXSVETVSWIGYXSV

 -[EWTYRMWLIHF]Q]TEVIRXW

 RSXLMRKLETTIRIH

WSQIXLMRKIPWILETTIRIH�CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

2I\XEVIUYIWXMSRWEFSYXEPGSLSPERHHVYKW�;LIR[IEWOEFSYXSGGEWMSRWXLMWGER
FI E TEVX]� E RSVQEPHE]� SV E WTIGMEP WMXYEXMSR�4PIEWI ERW[IV EW XLSYKLXJYPP] ERH
JVEROP]EWTSWWMFPI�

��� E ,EZI]SYIZIVHVYROEPGSLSP#

2S�RIZIV�MJRS�GSRXMRYI[MXLUYIWXMSR ���

=IW

F 8LMROFEGOSZIVXLI0%78��(%=7�3RLS[QER]SGGEWMSRW�MJER]LEZI]SYLEHER]
SJXLIJSPPS[MRKXSHVMRO#

-JRIZIV�JMPPMR��

&IIVSVEPGSTSTW CCCCC SGGEWMSRW

;MRI CCCCC SGGEWMSRW

7XVSRKWTMVMXW?I�K�[LMWO]�KMR�ZSHOE����A CCCCC SGGEWMSRW

G 8LMROFEGOEKEMRSZIVXLI0%78��(%=7�,S[QER]XMQIW�MJER]LEZI]SYLEH*-:)
36136)(6-2/7SRSRISGGEWMSR# �% xHVMROx MWE GER� KPEWWSV����P FSXXPISJ FIIV� E

KPEWWSJ[MRI�SV�GPKPEWWSJWTMVMXW

RIZIV

SRGI

X[MGI

���XMQIW

���XMQIW

�����XMQIW

��XMQIWSVQSVI
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���,EZI]SYIZIVYWIHGERREFMW�GERREFMW�QEVMNYERE�LEWL#

2S�RIZIV�MJRS�GSRXMRYI[MXLUYIWXMSR ���

=IW

-J]IW�SRLS[QER]SGGEWMSRWHYVMRK XLIPEWX��HE]W#

CCCCCSGGEWMSRW�MJRIZIV�JMPPMR��

���,EZI]SYIZIVYWIH6IPIZMR#

2S�RIZIV�MJRS�GSRXMRYI[MXLUYIWXMSR ���

=IW

���,EZI]SYIZIVYWIH<8'�07(�WTIIH�EQTLIXEQMRIWSVWMQMPEVHVYKW#

2S�RIZIV�MJRS�GSRXMRYI[MXLUYIWXMSR ���

=IW

-J]IW�SRLS[QER]SGGEWMSRWHYVMRK XLIPEWX��QSRXLW#

CCCCCSGGEWMSRW�MJRIZIV�JMPPMR��

���,EZI]SYIZIVYWIHLIVSMRI�GSGEMRI�SVGVEGO#

2S�RIZIV�MJRS�GSRXMRYI[MXLUYIWXMSR ���

=IW

-J]IW�SRLS[QER]SGGEWMSRWHYVMRK XLIPEWX��QSRXLW#

CCCCCSGGEWMSRW�MJRIZIV�JMPPMR��

��� -QEKMRI ]SY LEH YWIH GERREFMW �GERREFMW � QEVMNYERE � LEWL� HS ]SY XLMRO XLEX ]SY
[SYPHLEZIWEMHWSMRXLMWUYIWXMSRREMVI#

8MGO32)FS\

-LEZIEPVIEH]WEMHXLEX-LEZIYWIHMX

(IJMRMXIP]]IW

4VSFEFP]]IW

4VSFEFP]RSX

(IJMRMXIP]RSX
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;LEX[SYPHSXLIVTISTPIXLMROi

2I\XEVI X[S MQEKMREV]WMXYEXMSRW�4IVLETW]SYLEZIRIZIVFIIR MRWYGLWMXYEXMSRW�
;I[SYPHPMOIXSORS[[LEXSXLIVTISTPI[SYPHXLMRO-*]SYIZIVHMHWSQIXLMRKPMOI
XLMW�

-QEKMRI�=SYS[REX[S]IEVSPHQSFMPITLSRI�=SYGSRZMRGIEGPEWW�QEXIXLEX XLMWSPHQSHIP MW

KVIEXERH]SYHSRSXWE]XLEXXLIVIMWERI[QSHIPXLEXMWQYGLFIXXIVERHGLIETIV�=SYEVIEFPIXS

WIPP]SYVGPEWW�QEXI]SYVSPHQSFMPITLSRIJSVETVMGIXLEXEPPS[W]SYXSFY]]SYVWIPJXLIFVERHRI[

QSHIP�

��� -*]SYHMHXLMW�,S[[SYPHXLIJSPPS[MRKTISTPIJIIPEFSYXMX#

[SYPH
EHQMVI
QIJSVMX

RIMXLIV
���RSV

[SYPH
GVMXMGM^I
QIJSVMX

8MGO SRIFS\JSVIEGLPMRI

1]FIWXJVMIRH

8LISXLIVTISTPIMRQ]GPEWW

1]QSXLIV�SVWXITQSXLIV

1]JEXLIV�SVWXITJEXLIV

1]JEZSYVMXIXIEGLIV

3XLIVTISTPISJQ]EKIMRQ]RIMKLFSYVLSSH

��� 'ER]SYMQEKMRIEGXYEPP]HSMRKXLMW#

RSXEXEPP TVSFEFP]RSX YRHIGMHIH TVSFEFP]]IW ]IW�WYVIP]

-QEKMRI�-REFMKWXSVI]SYWIIWSQIXLMRK[LMGL]SYEP[E]W[ERXIHFYXGSYPHRvXEJJSVH�I�K�WQEVX

XVEMRIVW�I\TIRWMZIXIIWLMVX�'(�SVTIVJYQI�=SYXEOIMXLSQI[MXLSYXTE]MRK�

��� -*]SY[SYPHHSXLMW�,S[[SYPHXLIJSPPS[MRKTISTPIJIIPEFSYXXLMW#

[SYPH
EHQMVI
QIJSVMX

RIMXLIV
���RSV

[SYPH
GVMXMGM^I
QIJSVMX

8MGOSRIFS\JSVIEGLPMRI

1]FIWXJVMIRH

8LISXLIVTISTPIMRQ]GPEWW

1]QSXLIV�SVWXITQSXLIV

1]JEXLIV�SVWXITJEXLIV

1]JEZSYVMXIXIEGLIV

3XLIVTISTPISJQ]EKIMRQ]RIMKLFSYVLSSH

��� 'ER]SYMQEKMRIEGXYEPP]HSMRKXLMWMJMX]SY[IVIGIVXEMRSJRSXKIXXMRKGEYKLX#

RSXEXEPP TVSFEFP]RSX YRHIGMHIH TVSFEFP]]IW ]IW�WYVIP]
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8LI JSPPS[MRK UYIWXMSRW EWO [LEX ]SY XLMRO EFSYX XLI TSPMGI� 2SVQEPP]� WYGL
UYIWXMSRW EVI QIERX JSV EHYPXW ERH TVSFEFP] ]SY LEZI RIZIV XLSYKLX EFSYX XLMW
FIJSVI� &YX [I JIIP XLEX ]SYRK TISTPI PMOI ]SY EPWS LEZI ER STMRMSR ERH GER EPWS
ERW[IVUYIWXMSRWPMOIXLMW� �1SHYPI���KVEHI�SRP]

���� ;LIRZMGXMQWVITSVXGVMQIWXSXLITSPMGI�HS]SYXLMROXLITSPMGIXVIEXTISTPISJHMJJIVIRX
VEGIW�HMJJIVIRXIXLRMGKVSYTW�SVSJJSVIMKRSVMKMRIUYEPP]#

8MGO32)FS\

=IW�IZIV]SRIMWXVIEXIHIUYEPP]

2S�WSQIKVSYTWEVIXVIEXIH[SVWI�

;LMGLKVSYTW#CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC�[VMXIMR

���� -JEZMSPIRXGVMQISVEFYVKPEV]LETTIRIHRIEV[LIVI]SYPMZIERHXLITSPMGI[IVIGEPPIH�
LS[UYMGOP]HS]SYXLMROXLI][SYPHEVVMZIEXXLIWGIRI#

8MGOSRIFS\FIX[IIR�ERH��

I\XVIQIP] I\XVIQIP]

WPS[P] UYMGOP]

���� ;SYPH]SYWE]XLITSPMGIKIRIVEPP]XVIEX]SYRKTISTPI[MXLVIWTIGX#

�EPQSWXRIZIV WSQIXMQIW SJXIR �EPQSWXEP[E]W

���� ,S[SJXIR�[SYPH]SYWE]�XLITSPMGIQEOIJEMVHIGMWMSRW[LIRHIEPMRK[MXL]SYRK
TISTPI#

�EPQSWXRIZIV WSQIXMQIW SJXIR �EPQSWXEP[E]W

���� ,S[SJXIR[SYPH]SYWE]XLITSPMGII\TPEMRXLIMVHIGMWMSRWERHEGXMSRWXS]SYRKTISTPI#

�EPQSWXRIZIV WSQIXMQIW SJXIR �EPQSWXEP[E]W

���� ,S[]SYXLMROEFSYX]SYVHYX]XS[EVHWXLITSPMGI�

8S[LEXI\XIRXMWMX]SYVHYX]XSHS[LEXXLITSPMGIXIPP]SY�IZIRMJ]SYHSRvXYRHIVWXERH
SVEKVII[MXLXLIVIEWSRW#

8MGOSRIFS\FIX[IIR�ERH��

RSXEXEPP GSQTPIXIP]

Q]HYX] Q]HYX]
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���� 8S [LEX I\XIRX HS ]SY EKVII SV HMWEKVII [MXL XLI JSPPS[MRK WXEXIQIRXW EFSYX XLI
TSPMGI#

 8MGO SRIFS\JSVIEGLPMRI

EKVII

WXVSRKP] EKVII

RIMXLIV

EKVIIRSV

HMWEKVII HMWEKVII

HMWEKVII

WXVSRKP]

8LITSPMGIKIRIVEPP]LEZIXLIWEQIWIRWISJ
VMKLXERH[VSRKEW-HS

8LITSPMGIEVIETTVIGMEXMZISJLS[]SYRK
TISTPIXLMRO�

-KIRIVEPP]WYTTSVXLS[XLITSPMGIYWYEPP]EGX

���� (S]SYXLMROXLITSPMGIXEOIFVMFIW�ERHMJ]IW�SJXIR#

8MGOSRIFS\FIX[IIR�ERH��

RIZIV EP[E]W

1SHYPI���3TXMSREP

-RXLIJSPPS[MRKXLIVIEVIWSQIUYIWXMSRWEFSYX]SYVKVSYTSJJVMIRHW

���� 7SQITISTPILEZIEGIVXEMRKVSYTSJJVMIRHWXLEXXLI]WTIRHXMQI[MXL�HSMRKXLMRKW

XSKIXLIVSVNYWXLERKMRKSYX�(S]SYLEZIEKVSYTSJJVMIRHWPMOIXLEX#

4PIEWIXMGOSRP]32)FS\�

=IW�

2S�

-JRS�WOMTUYIWXMSR����XS����ERHKSXSXLIPEWXUYIWXMSRSRTEKI���

���� ;LMGLSJXLIJSPPS[MRKFIWXHIWGVMFIWXLIEKIWSJTISTPIMR]SYVKVSYT#

8MGO32)FS\

YRHIVX[IPZI

X[IPZIXSJMJXIIR

WM\XIIRXSIMKLXIIR

RMRIXIIRXSX[IRX]�JMZI

SZIVX[IRX]�JMZI

���� (SIW XLMWKVSYT WTIRH E PSXSJ XMQI XSKIXLIV MRTYFPMGTPEGIW PMOI XLI TEVO� XLIWXVIIX�
WLSTTMRKEVIEW�SVXLIRIMKLFSYVLSSH#

2S

=IW
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���� ,S[PSRKLEWXLMWKVSYTI\MWXIH#

8MGO32)FS\

PIWWXLERXLVIIQSRXLW

XLVIIQSRXWSVPIWWXLERSRI]IEV

SRIXSJSYV]IEVW

JMZIXSXIR]IEVW

IPIZIRXSX[IRX]]IEVW

QSVIXLERX[IRX]]IEVW

���� -WHSMRKMPPIKEPXLMRKW�EKEMRWXXLIPE[EGGITXIHF]SVSOE]JSV]SYVKVSYT#

2S

=IW

���� (STISTPIMR]SYVKVSYTEGXYEPP]HSMPPIKEPXLMRKW�EKEMRWXXLIPE[XSKIXLIV#

2S

=IW

���� (S]SYGSRWMHIV]SYVKVSYTSJJVMIRHWXSFIEKERK#

2S

=IW

���� %VIXLI]EPPFS]WSVEPPKMVPW�SVMWMXEQM\IHKVSYT#

;IEVIEPPFS]W

;IEVIEPPKMVPW

-XMWEQM\IHKVSYT
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=SYVPEWXERW[IVMRXLMWUYIWXMSRREMVI �+VEHI�SRP]

4PIEWIVIEHXLIJSPPS[MRKMRWXVYGXMSRGEVIJYPP]�

2I\X�[IETTP]ERSZIPUYIWXMSRMRKXIGLRMUYIXSTVSZMHIEHHMXMSREPTVSXIGXMSRSJ]SYVTVMZEG]�;I[MPP
EWO]SYRS[X[SUYIWXMSRW�FYX]SY[MPPKMZIYWSRP]SRIERW[IV�

4PIEWIXLMROJMVWXEFSYXLS[]SY[SYPHLSRIWXP]ERW[IVIEGLSJXLIX[SUYIWXMSRW�IMXLIV[MXL =IWSV
[MXL 2SFYXHSRSX[VMXIXLIWIERW[IVWHS[R�

5YIWXMSR�� -W]SYVQSXLIVvWFMVXLHE]MR.ERYEV]�*IFVYEV]�SV1EVGL#

�MJ]SYVIEPP]HSRvXORS[�QEOIEQSWXPMOIP]KYIWW

5YIWXMSR�� (MH]SYGSQQMXSRISJXLIJSPPS[MRKGVMQMREPSJJIRWIWMRXLIPEWX��QSRXLW#

�WLSTPMJXMRK�VSFFIV]�EWWEYPXVIWYPXMRKMRERMRNYV]�SVFYVKPEV]

2S[�TPIEWIQEVOSTXMSR�%SVSTXMSR�&HITIRHMRKSR]SYVERW[IVW�

z-J]SYVERW[IVXSFSXLUYIWXMSRWMWXLIWEQI�FSXL =)7SVFSXL 23XMGOSTXMSR�%

z-J]SYVERW[IVWXSFSXLUYIWXMSRWEVIHMJJIVIRX�SRI =)7ERHSRI 23XMGOSTXMSR�&

�=SYVTVMZEG]VIQEMRWTVSXIGXIHFIGEYWI[IHSRSXORS[]SYVERW[IVWXSXLIWITEVEXIUYIWXMSRW�;MXLXLILIPT
SJWXEXMWXMGEPTVSGIHYVIW�LS[IZIV�[IGERGSQTYXIXSLS[QER]TISTPISZIVEPPXLIWIGSRHUYIWXMSRETTPMIW�

,S[EVI]SYVERW[IVWXSXLIX[SUYIWXMSRW#

8MGO32)FS\

�% 23XSFSXLUYIWXMSRWSV =)7XSFSXLUYIWXMSRW

�& =)7XSSRISJXLIUYIWXMSRWERH 23XSXLISXLIV

8LERO]SYJSV]SYVGSSTIVEXMSR�
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*SPPS[�YT5YIWXMSRW�3RPMRI:IVWMSR

?����A 7SQIFEHXLMRKWXLEXLETTIRIHXS]SY

)EVPMIV MR XLMW UYIWXMSRREMVI� ]SY WEMH XLEX ]SY LEZI LEH WSQI I\TIVMIRGI [MXL GVMQI SV
ZMSPIRGI�*SVXLITYVTSWIWSJGVMQITVIZIRXMSRERHVIWIEVGL�MXMWMQTSVXERXXSORS[EFMXQSVI
EFSYXXLIGMVGYQWXERGIW[LIVIXLIWIXLMRKWLETTIR�

?������A =SYWEMHIEVPMIVXLEXWSQISRILEWXLVIEXIRIH]SYXSKIX]SYVQSRI]SVXLMRKW]SY

S[R�2S[�XLMROSJXLIPEWXXMQIXLMWLETTIRIHXS]SY�

,S[SPH[IVI]SY[LIRXLMWLETTIRIHXS]SYPEWXXMQI#

CCCC ]IEVW

;LIVIHMHMXLETTIR#

EXWGLSSPSVWGLSSP]EVH
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SXLIVTYFPMGTPEGIWYGLEWWXVIIXSVTEVO
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,S[SPH[IVI]SY[LIRXLMWLETTIRIHXS]SYPEWXXMQI#
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ZMSPIRGIEKEMRWX]SYFIGEYWISJ]SYVVIPMKMSR�XLIPERKYEKI]SYWTIEO�XLIGSPSYVSJ
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;LIRXLMWLETTIRIH�LS[QER]TIVWSRWHMHXLMWXS]SY#

CCCCC TIVWSR�W
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EKEMRWX ]SY FIGEYWI SJ]SYV VIPMKMSR� XLI PERKYEKI ]SY WTIEO� XLI GSPSYVSJ ]SYV

WOMR�]SYVWSGMEPSVIXLRMGFEGOKVSYRH�SVJSVWMQMPEVVIEWSRW�

2S[ XLMRO SJ XLI TIVWSR [LS HMH XLMW XS ]SY� -J XLIVI [IVIQSVI XLER SRI� XLMRO SJ XLI

TIVWSR[LS[EWQSWXEGXMZIP]MRZSPZIH�

;EWXLMWTIVWSRQEPISVJIQEPI#
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,S[SPH[EWLISVWLI#
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EKEMRWX ]SY FIGEYWI SJ]SYV VIPMKMSR� XLI PERKYEKI ]SY WTIEO� XLI GSPSYVSJ ]SYV

WOMR�]SYVWSGMEPSVIXLRMGFEGOKVSYRH�SVJSVWMQMPEVVIEWSRW�

8LMROEKEMRSJ XLITIVWSR[LSHMH XLMW XS ]SY� -J XLIVI[IVIQSVI XLERSRI� XLMROSJ XLI
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LMX� WPETTIH� SV WLSZIH ]SY SV FIEXIR ]SY YT �MRGPYHMRK XMQIW [LIR XLMW [EW

TYRMWLQIRXJSVWSQIXLMRK]SYLEHHSRI�2S[�XLMROSJXLIPEWXXMQIXLMWLETTIRIH
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2I\X[I[SYPH PMOI XSORS[EFMXQSVIEFSYXXLIGMVGYQWXERGIW[LIR]SYHMH XLIWI
XLMRKW�

?������A =SY WEMH IEVPMIV XLEX ]SY LEZI HEQEKIH WSQIXLMRK SR TYVTSWI� WYGL EW E FYW
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EXWGLSSPSVWGLSSP]EVH

MRE]SYXLGPYF�GIRXVISVWMQMPEVTPEGIMRXIRHIHJSVEJXIV�WGLSSPYWIJSV]SYXLW
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EX]SYVLSQI

MRWSQIFSH]IPWI�WLSQI

WSQI[LIVIIPWI
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]IW�YRHIVMRJPYIRGISJHVYKW
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]IW�WI\YEPQMRSVMXMIW
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MRTYFPMGXVERWTSVXSVTYFPMGXVERWTSVXWXEXMSR�WXST

MREWLSTTMRKQEPP�WLSTTMRKGIRXVI
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SXLIVTYFPMGTPEGIWYGLEWWXVIIXSVTEVO

EX]SYVLSQI
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ISRD-3 アンケート 

こんにちは。

 このアンケートは、あなたとあなたの友だちについておたずねするものです。わたしたち

は、あなたの日常生活や学校でのこと、あなたがひまなときしていること、そしてあなたが

かかえているかもしれない問題について、よく知りたいと思っています。質問は、あなたの

個人的な経験や意見にかかわるものですが、それに答えるかどうかは、あなたの自由です。

 もちろん、このアンケートは、だれが記入したのかわからないようになっています。あな

たの氏名は、ここには書かれていませんし、あなたの親や先生が回答内容を知ることもあり

ません。わたしたち研究チームでさえ、だれがどのように答えたのかを知ることはありませ

ん。

もし、質問についてわからないことがあれば、支援のためにあなたの学校にきているアシ

スタントにたずねてください。あまり考えすぎずに、思ったままに答えてください。

これまでの説明を理解したうえで、アンケートに協力していただけますでしょうか？

はい いいえ→調査中止

↓調査開始

あなた自身についておたずねします

1.1) あなたは男性ですか、女性ですか？ 

○男性 ○女性

1.2) あなたは何才ですか？ ＿＿才

Q04 学年 
1 1 年生 
2 2 年生 
3 3 年生 

Q05 

Q06 年齢 
1 12 才 
2 13 才 
3 14 才 
4 15 才 
5 16 才 

6 17 才以上 

資料 2 調査票（日本語 Z市実施版） 
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1.a) あなたの家には、およそどのくらい本がありますか（ただし、一般の雑誌、新聞、教

科書は数えません）。

○0～10 冊 ○11～25 冊

○26～100 冊 ○101～200 冊

○200 冊より多い

1.b) あなたの家では、一週間のうち、以下のことがどのくらいありますか？

ほぼ毎日 週に 3～4 日 週に 1～2 日 ほとんどない

お家の人がテレビでニュース番組を見る □ □ □ □

お家の人が

本（マンガや雑誌はのぞく）を読む

□ □ □ □

お家の人が新聞を読む □ □ □ □

お家の人が

パソコン（タブレット端末を含む）を使う

□ □ □ □

読んだ本（マンガや雑誌はのぞく）の内容に

ついてお家の人と話をする

□ □ □ □

1.c) 最近 12 ヶ月間をふりかえって、あなたの家では、次のことがどのくらいありました

か？

月に 

1 回以上

2～3 ヶ月

に 1 回 

半年に 

1 回

1年に

1 回 

連れていって

もらった

ことはない

お家の人に図書館に

連れていってもらった

□ □ □ □ □

お家の人に博物館や美術館に

連れていってもらった

□ □ □ □ □

お家の人にミュージカルやクラシック

コンサートに連れていってもらった

□ □ □ □ □

お家の人に

国内旅行に連れていってもらった

□ □ □ □ □

お家の人に

海外旅行に連れていってもらった

□ □ □ □ □

Q07 

Q08S1～Q08S5 

Q09S1～Q09S5 
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あなたの家族についておたずねします

注意：ここからは、あなたの親についておたずねします。おもに実の親以外の人があなたを

育ててきた場合には、その人たちについて答えてください。たとえば、あなたに義理の父親

と実の父親がいる場合には、あなたを育てるにあたってもっとも重要な人について答えて

ください。

2.1) あなたは、親とどのくらい仲が良いですか？ 

あなたがどのくらいそう思うかを各文章から 1 つ選んでください。 

とてもそう

思う

どちらかと

いえばそう

思う

どちらでも

ない

どちらかと

いえばそう

思わない

まったくそ

う思わない

そのような

人はいない

父親（義理の父親）と仲が良い □ □ □ □ □ ○

母親（義理の母親）と仲が良い □ □ □ □ □ ○

親はいつも気にかけて

くれるし、支えてくれる

□ □ □ □ □

親をがっかりさせたら、

申し訳なく思う

□ □ □ □ □

2.2) あなたは、ふだん、一週間のうち何日くらい親と一緒に夕食を取りますか？ 

○まったくない ○週に 1 日 ○週に 2 日

○週に 3 日 ○週に 4 日 ○週に 5 日

○週に 6 日 ○毎日

あなたの学校についておたずねします

3.1) あなたの学校に関する以下の文章について、あなたは、どのくらいそう思いますか？ 

とても

そう思う

ややそう思う あまりそう

思わない

まったくそう

思わない

もし転校しなければならなくなったら、

わたしはさみしくなるだろう

□ □ □ □

Q10S1～Q10S2 

Q11S1～Q11S2 

Q12 

Q13S1～Q13S8 
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わたしは、朝、学校に行くのが楽しい □ □ □ □

わたしは、学校が好きだ □ □ □ □

わたしのクラスはおもしろい □ □ □ □

わたしの学校では、

ものが盗まれることが多い

□ □ □ □

わたしの学校では、けんかが多い □ □ □ □

わたしの学校では、ものが傷つけられたり（ら

くがきも含む）、壊されたりすることが多い

□ □ □ □

わたしの学校では、薬物使用が多い □ □ □ □

3.2) もし、あなたが転校しなければならなくなったら、好きな先生と会えなくなることで、

あなたはどのくらいさみしくなると思いますか？

わたしは、先生と会えなくなって…

□まったくさみしくない □それほどさみしくない □ほんの少しさみしい □ややさみ

しい □かなりさみしい □ものすごくさみしい

3.3) 好きな先生があなたのことをどう思っているのかは、あなたにとってどのくらい重要

ですか？

□まったく重要ではない □重要ではない □あまり重要ではない □やや重要である

□重要である □とても重要である

3.7) 中学校卒業後、あなたはどうしようと考えていますか？ 

○大学進学を目指して、（引き続き）高校に行くだろう

○職業について学ぶことができる学校に（引き続き）通うだろう

○仕事の見習いを始めるだろう

○お金を得るために仕事を探すだろう

○その他 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

○まだわからない

Q14 

Q15 

Q16 
2.5 「その他」
で高校進学と
回答するも、

1 か 2 か 
不詳のもの
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学校の授業時間以外の生活とあなたのまわりの人についておたずね

します

5.1) ふだんあなたは一週間のうち何回くらい、夜に、だれかの家に行ったり、街でぶらぶ

ら遊んだりしますか？

○わたしは夜に外出することはない

○週に 1 回 ○週に 2 回

○週に 3 回 ○週に 4 回

○週に 5 回 ○週に 6 回

○毎日

5.2) あなたは、週末の夜に外出するときには、いつも何時くらいに家に帰りますか？ 

○わたしは、週末の夜に外出することはない

○たいてい、＿＿時くらいに帰る（時刻を記入）

5.3) あなたはひまなとき、だれと一番よくすごしますか？ 

１つだけにチェックしてください！

○1 人ですごす ○家族とすごす

○1～3 人の友だちとすごす ○4 人以上の友だちとすごす

5.4) 最近 6 ヶ月間をふり返ってみて、あなたのすごした時間は幸せでしたか？ 

わたしのすごした時間は…［もっともあてはまるものだけにチェックしてください］

とても幸せ □幸せ □やや幸せ □あまり幸せでない □幸せでない □まったく幸せ

でない

Q17 

Q18 
1 わたしは、週末の夜に外出することはない 

2 たいてい、午後 7 時くらいに帰る 
3 たいてい、午後 7 時 30 分くらいに帰る 

・・・
25 たいてい、午前 6 時 30 分くらいに帰る 

26 たいてい、午前 7 時くらいに帰る 

Q19 

Q20 
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5.6) 学校の授業時間以外で、ふだんどのようなことをしていますか？ 

ない ときどき

ある

よくある

コンビニやファミレス、ゲームセンターでたむろする □ □ □

部活動などで文化的なことをする

（演劇、音楽、絵画、文章を書く、読書など）

□ □ □

だれかとけんかをする □ □ □

部活動などでスポーツをしたり、身体を動かしたりする □ □ □

学校の勉強または宿題をする □ □ □

ショッピングセンターや街、公園、地元でぶらぶら遊ぶ □ □ □

違法なことをして楽しむ □ □ □

お酒を飲む、または薬物を使う □ □ □

だれかを怖がらせたり、嫌がらせをしたりして楽しむ □ □ □

5.7) あなたには、一緒に何かをしたり、ただぶらぶら遊んだりして時間をすごす友だちが

いますか？

○いない→質問 5.8 から 5.9 をとばして、引き続き質問 5.10 に答えてください。

○いる

5.8) もし、あなたが引越ししなければならなくなったら、その友だちと会えなくなること

で、あなたはどのくらいさみしくなると思いますか？ 

わたしは、友だちと会えなくなって…

□まったくさみしくない □それほどさみしくない □ほんの少しさみしい □ややさみ

しい □かなりさみしい □ものすごくさみしい

5.9) その友だちがあなたのことをどう思っているのかは、あなたにとってどのくらい重要

ですか？

□まったく重要ではない □重要ではない □あまり重要ではない □やや重要である

□重要である □とても重要である

Q21S1～Q21S9 

Q22 

Q23 

Q24 

214



5.10) 若い人は、違法な行為をすることがあります。あなたは、以下のようなことをした

友だちを何人知っていますか？ 

（「いない」を選ぶか、または人数を記入してください。） 
 （チェッ

ク） 

（だいたいの人数） 

a) 大麻や覚せい剤などの薬物（マリファナ、ハシシ、エクスター、

スピード、ヘロイン、コカインなど）を使ったことのある友だち 

○いない ＿＿人、知っている 

b) 店やデパートからものを盗んだことのある友だち ○いない ＿＿人、知っている 

c) ものを盗むために、許可なく建物に入ったことのある友だち ○いない ＿＿人、知っている 

d) お金やものをとる目的で、凶器を使ってだれかをおどしたり、

ひどく痛めつけたりしたことのある友だち 

○いない ＿＿人、知っている 

e)  棒やナイフのようなものを使ってだれかをひどく 

痛めつけたり、大けがをさせたりしたことのある友だち 

○いない ＿＿人、知っている 

 

 

以下のことについて、どのように思いますか？ 
 
6.1) あなたと同じ年ごろの人が以下のことをするのを、どのくらい悪いと思いますか？ 

 とても 

悪い 

悪い やや 

悪い 

まった

く悪く

ない 

親や先生などの大人に、うそをつく、従わない、 

または口ごたえする 

□ □ □ □ 

宗教、肌の色、または民族の違いを理由に、 

だれかをばかにする 

□ □ □ □ 

他の人のものや公共のものをわざと傷つける、または壊す □ □ □ □ 

インターネットから、映画や音楽を違法にダウンロードする □ □ □ □ 

店から、お菓子のような小さなものを盗む □ □ □ □ 

ものを盗むために、建物に侵入する □ □ □ □ 

傷つけようと思って、だれかをたたく □ □ □ □ 

だれかからお金やものをとるために、凶器や暴力を用いる □ □ □ □ 

 

Q25～ 
Q29 
↓ 

Q25_2Ｎ～ 
Q29_2N 

↓ 

Q30S1～Q30S8 
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6.2) あなたが万引きをしたのを見つかったと想像してください。そのことが次の人に知ら

れたら、自分のことをどのくらい恥ずかしいと感じますか？ 

まったく恥ず

かしくない

少し恥ず

かしい

とても恥ず

かしい

a) あなたの親友に知られたら □ □ □

b) あなたの先生に知られたら □ □ □

c) あなたの親に知られたら □ □ □

6.3) あなたがだれかを暴力で傷つけたのを見つかったと想像してください。そのことが次

の人に知られたら、自分のことをどのくらい恥ずかしいと感じますか？選択肢同上

6.4) あなたが犯罪をして警察に逮捕（たいほ）されたと想像してください。そのことが次

の人に知られたら、自分のことをどのくらい恥ずかしいと感じますか？選択肢同上

6.5) 以下の文章について、あなたは、どのくらいそう思いますか？ 

とても

そう思う

やや

そう思う

あまり

そう思わ

ない

まったく

そう思わ

ない

わたしは、思いつきで行動することが多い □ □ □ □

わたしは、今やって楽しいことなら、

あとで損になるようなことでもやる

□ □ □ □

わたしは、時間をかけて何かを得るよりも、

短期間で何かを得ることに関心がある

□ □ □ □

わたしはときどき、ちょっと危険なことをして

自分を試したくなる

□ □ □ □

わたしはときどき、おもしろ半分で

危険なことをする

□ □ □ □

安全であることよりも、ハラハラしたり

ドキドキしたりすることの方が大事である

□ □ □ □

わたしは、だれかに迷惑をかけることになっても、

自分のことを第一に考える

□ □ □ □

Q34S1～Q34S9 

Q32S1～Q32S3 

Q33S1～Q33S3 

Q31S1～Q31S3 
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わたしがしたことで、だれかを怒らせたとしても、

自分には関係ない

□ □ □ □

わたしは、だれかを困らせるとわかっていても、

自分の思い通りにしようとする

□ □ □ □

6.6) あなたは、これまでにスポーツや交通事故などで、（ただの切り傷ではなく）病院に行

かなければならないほどの重いけがをしたことがありますか？

○ない

○一度だけあった

○＿＿回あった（数を記入）

次に、あなたの住んでいる地域についていくつかおたずねします。ここでいう「住んでいる

地域」とは、あなたの家から歩いてすぐ（数分くらい）の範囲（はんい）をいいます。つま

り、あなたの家の近くの通り、住宅、商店、公園などの範囲のことです。

6.7) あなたの住んでいる地域に関する以下の文章について、あなたは、どのくらいそう思

いますか？

とても

そう思う

やや

そう思う

あまり

そう思わ

ない

まったく

そう思わ

ない

住んでいる地域の人たちの多くが、

わたしのことを知っている

□ □ □ □

住んでいる地域の人たちは、

よく一緒に活動している

□ □ □ □

住んでいる地域では、犯罪が多い □ □ □ □

住んでいる地域では、薬物の売買が多い □ □ □ □

住んでいる地域では、けんかが多い □ □ □ □

住んでいる地域では、人がおらず、

手入れがされていない建物が多い

□ □ □ □

住んでいる地域には、落書きが多い □ □ □ □

住んでいる地域の人たちは、

すすんで周りの人を助ける

□ □ □ □

Q35 

Q35_3N 

Q36S1～Q36S11 
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住んでいる地域は、結びつきが強い □ □ □ □

住んでいる地域の人々は、信頼できる □ □ □ □

住んでいる地域の人々は、

たいていお互いに仲良くやっている

□ □ □ □

若い人は以下のことをすることがありますが、それについておたず

ねします

7.1) 若い人は、だれかの持ちものを壊したり、盗んだりするなど、してはいけないことを

することがあります。また、わざとだれかをたたいたり、傷つけたりする人もいます（単な

る遊びで格闘技のまねをするような状況のことではありません）。あなたはどうですか？ 

あなたは、これまでに以下のことをしたことがありますか？ もしそうであれば、最近 12

ヶ月間で、何回くらいしましたか？

あなたの答えは、家族にも、先生にも、警察にも、他のだれにも決して知られることはあり

ません。あなたの秘密は確実に守られます。 

「ない」または「ある」を選び、「ある」の場合には、最近 12 ヶ月間の回数を記入してくだ

さい。 

あなたは、生まれてから今までの間、かべ、電車、地下鉄やバスに落書きしたことがありま

すか？

□ない

□ある→最近 12 ヶ月間では、何回ありましたか？＿＿回（なければ「0」と記入）

…あなたは、生まれてから今までの間、バス停、建物の窓、自動車、バスや電車の座席など

をわざと傷つけたことがありますか？選択肢同上

…あなたは、生まれてから今までの間、店やデパートからものを盗んだことがありますか？

選択肢同上

…あなたは、生まれてから今までの間、ものを盗むために、建物に侵入したことがあります

か？選択肢同上

Q37 Q37_2N 以下同様 

Q38 

Q39 

Q40 
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…あなたは、生まれてから今までの間、自転車を盗んだことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、バイクまたは自動車を盗んだことがありますか？選

択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、自動車の部品や自動車の中のものを盗んだことがあ

りますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、だれかからお金やものをとるために、凶器や暴力を

用いたり、暴力を用いるとおどしたりしたことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、暴力やおどしを使わずに、だれかからものを盗んだ

ことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、棒、ナイフ、チェーンや銃といった凶器を持ち歩い

たことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、路上や公園、他の公的な場所で、集団でのけんかに

参加したことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、相手にけがをさせるほど、棒やナイフを使ってひど

く痛めつけたり、傷つけたりしたことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、インターネットから音楽や映画を違法にダウンロー

ドしたことがありますか？選択肢同上 

…あなたは、生まれてから今までの間、薬物を売ったり、売る人に協力をしたりしたことが

ありますか？選択肢同上 

 
7.2) あなたは、これまでに挙げたような違法な行為をあなた自身がしたために、警察官と

関わったことがありますか？ 

 ○ない    ○ある 

→「ある」の場合 a) 最近 12 ヶ月間で何回ありましたか？＿＿回（なければ「０」と記入） 
  b) あなたが最後に警察官と関わったのは、どのような違法な行為をしたためですか？ 

（記入してください） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  c) あなたが最後に警察官と関わったとき、どのようなことがありましたか？ 

    あてはまるものすべてを選んでください。 

  □事件について、親に連絡がいった   □学校や先生に連絡がいった 

  □裁判所または検察に事件が送られた  □裁判所、検察、警察で厳しく注意を受けた 

  □裁判所または検察から処分を受けた  □親から、罰を受けた 

  □何もなかった            □それ以外のことがあった＿＿＿＿＿＿＿ 

 

Q41 

Q42 

Q43 

Q44 

Q45 

Q46 

Q47 

Q48 

Q49 

Q50 

Q51 
Q52S1N 

Q54_1 

Q54_3

Q54_5 

Q54_7 

Q54_2 

Q54_4 

Q54_6 

Q54_8 Q54_1～Q54_8 
0 非選択 

1 選択 

219



次に、お酒や薬物についておたずねします。ここではふつうの日だけでなく、パーティーや

イベントなど、様々な場面についておたずねします。できる限りよく思い出して、ありのま

まに答えてください！

8.1 a) あなたは、これまでにお酒を飲んだことがありますか？ 

○一度もない（引き続き質問 8.2 に答えてください）

○ある

b) 最近 30 日間をふり返って、以下のようなお酒を飲む機会が（もしあれば）何回く

らいありましたか？ なければ「0」と記入 

ビールまたはお酒が入ったジュース（チューハイ等）＿＿＿回

ワイン・日本酒                 ＿＿＿回

強いお酒（ウイスキー、ジン、ウォッカ、焼ちゅう等） ＿＿＿回

c) 最近 30 日間をふり返って、一度に 5 杯以上お酒を飲む場面が（もしあれば）何回

くらいありましたか？（「1 杯」とは、ビールなら 1 缶、中ジョッキ 1 杯、ワイン

ならグラス 1 杯、日本酒なら１合、また強いお酒ならショットグラス 1 杯のこと

をいいます）

○一度もなかった

○1 回

○2 回

○3～4 回

○5～9 回

○10～19 回

○20 回以上

8.2) あなたは、これまでに大麻（カンナビス・マリファナ・ハシシ）を使ったことがあり

ますか？

○一度もない（引き続き質問 8.3 に答えてください）

○ある

→「ある」の場合、最近 30 日間で、何回くらいその場面がありましたか？

＿＿＿回（なければ「0」と記入） 

Q55 

Q56S1N～Q56S3N

Q57 

Q58 

Q59S1N 
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8.3) あなたは、これまでにレルビンを使ったことがありますか？ 

 ○一度もない（引き続き質問 8.4 に答えてください） 

 ○ある 

 
8.4) あなたは、これまでにエクスタシー、LSD、スピード、覚せい剤（アンフェタミン）、

または同じような薬物を使ったことがありますか？ 

 ○一度もない（引き続き質問 8.5 に答えてください） 

 ○ある 

  →「ある」の場合、最近 12 ヶ月間で、何回くらいその場面がありましたか？ 

         ＿＿＿回（なければ「0」と記入） 

 
8.5) あなたは、これまでにヘロイン、コカイン、またはクラックを使ったことがあります

か？選択肢同上 

 
8.6) あなたが大麻（カンナビス・マリファナ・ハシシ）を使ったことがあったと想像して

ください。あなたはこのアンケートで、「使ったことがある」と回答していたと思いますか？ 

どれか 1 つにチェックしてください。 

 ○すでに「使ったことがある」と回答した 

 ○絶対に、そう回答していたと思う 

 ○たぶん、そう回答していたと思う 

 ○たぶん、そう回答していなかったと思う 

 ○絶対に、そう回答していなかったと思う 

 

 

他の人はどう思うでしょうか… 
 
次に想像上の場面を 2 つ示します。あなたは、そのような場面に置かれたことがないかも

しれません。もし、あなたがそのようなことをしたなら、他の人はどう思うでしょうか。 

想像してください：あなたは、2 年前の古いモデルの携帯電話を持っています。あなたは、

クラスメイトに、新しいモデルの方が優れておりしかも安く買えることはだまったまま、

この古いモデルはとても良いと納得させます。あなたは、クラスメイトに古い携帯電話を

売ったお金で最新モデルを買うことができます。 

 

Q60 

Q61 

Q62S1N 

Q64S1N Q63 

Q65 
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9.1) もし、あなたがこのようなことをしたら、以下の人々はどのように感じるでしょう

か？

ほめてくれ

るだろう

どちらで

もない

非難する

だろう

親友は □ □ □ □ □

他のクラスメイトは □ □ □ □ □

母親（または義理の母親）は □ □ □ □ □

父親（または義理の父親）は □ □ □ □ □

好きな先生は □ □ □ □ □

同じ地域に住んでいる同年代の人は □ □ □ □ □

9.2) あなたは、自分が実際にこのようなことをするのを想像できますか？ 

□まったくできない □あまりできない □どちらともいえない □ある程度できる □

確実にできる

想像してください：あなたは、大型商店でずっとほしかったけど高くて買えなかったもの

（例：かっこいいスニーカー、高い T シャツ、CD、または香水）を見つけます。あなた

は、お金を支払（しはら）わずにそれを家に持ち帰ります。

9.3) もし、あなたがこのようなことをしたら、以下の人々はどのように感じるでしょう

か？選択肢 9.1 と同 

9.4) つかまらないとわかっていたら、あなたは自分が実際にこんなことをするのを想像で

きますか？

□まったくできない □あまりできない □どちらともいえない □ある程度できる □

確実にできる

Q66S1～Q66S6 

Q67 

Q68S1～Q66S6 

Q69 
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ここからは、あなたが警察についてどのように考えるのかをおたずねします。こうした質問

はふつう大人に向けてされるもので、あなたは今まで警察について考えたことはないかも

しれません。しかし、あなたのような若い人も意見を持っており、このような質問に答える

ことができると、わたしたちは思っています。（以下中学校 3 年生のみ） 

 
10.1) 被害者が犯罪被害を警察に届け出たとき、その被害者が人種や民族の違う人であった

り、外国にルーツを持っていたりしても、警察は平等に扱うと思いますか？ 

どちらか 1 つチェックしてください。 

 ○はい、みんなが平等に扱われる 

 ○いいえ、ひどい扱いを受ける人たちがいる 

  それはどのような人たちですか？＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（記入してください） 

 
10.2) もし、あなたの住んでいる近所で暴力犯罪や侵入窃盗（せっとう）が起き、それが警

察に通報されたとして、警察はどのくらい早く現場にかけつけると思いますか？ 

0 から 10 のうち 1 つ選んでください。 

とても遅い                              とても早い 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

           

 
10.3)一般的に警察は、若い人をていねいに扱っているといえますか？ 

□（ほとんど）そういえない □ときどきはそういえる □たいていはそういえる  

□（ほとんど）いつもそういえる 

 
10.4) 警察は、若い人の事件を扱うときに、公平な判断をどのくらいしているといえます

か？選択肢同上 

 
10.5) 警察は、自分たちのとった判断や対応を、若い人に対してどのくらい説明していると

いえますか？選択肢同上 

 
  

Q70 

Q71S1 コードは 0～10 

Q72 

Q73 

Q74 
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10.6) 警察に対する義務をあなたはどのように考えていますか？ 警察から何かを求めら

れたら、その理由について理解や納得ができなかったとしても、それに従う義務がどのくら

いあると思いますか？ 

0 から 10 のうち 1 つ選んでください。 

まったく従う義務はない                   完全に従う義務がある

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

10.7) 警察に関する以下の文章に対して、あなたは、どのくらいそう思いますか？ 

各文章で 1 つチェックしてください。 

とても

そう思う

そう

思う

どちらでも

ない

そう

思わない

まったくそ

う思わない

一般的に警察は、わたしと同じような

善と悪の感覚を持っている

□ □ □ □ □

警察は、若い人の考え方に理解がある □ □ □ □ □

警察のふだんのふるまいを、

わたしはたいてい支持している

□ □ □ □ □

10.8) あなたは、警察がワイロ（不正な目的で送られる金品）を受け取ると思いますか？ も

しそうであれば、どのくらい受け取ると思いますか？

0 から 10 のうち 1 つ選んでください。 

まったく受け取らない いつも受け取る

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

ご協力ありがとうございました！ 

Q76S1~Q76S3 

Q75S1 コードは 0～10 

Q77S1 コードは 0～10 
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